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ニ
ア
や
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
を
中
心
と
す
る
ア
フ
リ
カ
の
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
ス
は
︑
そ
ん
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
起
こ
し
た
︵
起

そ
う
と
し
て
い
る
︶
現
地
企
業
で
溢
れ
か
え
っ
て
い
る
︒

　
彼
ら
を
後
押
し
す
る
の
が
国
外
の
投
資
家
た
ち
の
存
在
だ
︒
ア

フ
リ
カ
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
へ
の
投
資
総
額
は
︑
こ
の
5
年

で
5
倍
に
ま
で
増
え
た
︒
爆
発
的
な
人
口
増
加
と
経
済
成
長
が
続

く
ア
フ
リ
カ
の
可
能
性
は
︑
ビ
ジ
ネ
ス
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
い
て

も
計
り
知
れ
な
い
︑
と
い
う
わ
け
で
あ
る
︒

　
た
だ
︑
当
た
り
前
の
話
で
あ
る
が
︑
す
べ
て
が
計
画
通
り
に
い

く
わ
け
で
は
な
い
︒
こ
の
数
年
の
間
に
︑
は
じ
め
は
そ
の
地
域
で

は
ワ
ン
・
ア
ン
ド
・
オ
ン
リ
ー
だ
っ
た
が
︑
次
第
に
競
合
相
手
が

増
え
︑
価
格
競
争
に
巻
き
込
ま
れ
た
あ
げ
く
に
脱
落
︙
︙
と
い
う

企
業
を
い
く
つ
も
見
て
き
た
︒
あ
る
い
は
計
画
通
り
に
黒
字
化
せ

ず
︑
盛
大
に
調
達
し
た
資
金
を
食
い
つ
ぶ
し
て
空
中
分
解
︑
と
い

う
企
業
も
あ
っ
た
︒
か
く
い
う
私
自
身
も
︑
エ
チ
オ
ピ
ア
で
起
業

し
て
以
来
過
去
に
何
度
も
ピ
ン
チ
を
迎
え
た
︒

　
そ
ん
な
と
き
に
い
つ
も
思
い
出
す
言
葉
が
あ
る
︒
以
前
︑
と
あ

る
イ
ベ
ン
ト
に
て
対
談
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
︑
世
界
銀
行
グ
ル
ー

プ
総
裁※

ジ
ム
・
ヨ
ン
・
キ
ム
氏
の
言
葉
だ
︒

﹁
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
あ
る
日
突
然
降
っ
て
湧
い
て
く
る
偉
大
な

ア
イ
デ
ア
の
こ
と
で
は
な
い
︒
そ
の
ア
イ
デ
ア
を
︑
手
を
使
っ
て

実
行
す
る
こ
と
︑
そ
し
て
そ
れ
を
継
続
す
る
こ
と
で
︑
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
〝
な
る
〟
の
だ
﹂

　
ま
さ
に
真
理
だ
と
思
う
︒
蛇
足
な
が
ら
さ
ら
に
私
見
を
付
け
加

え
る
と
︑
そ
の
継
続
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
左
右
す
る
カ
ギ
は
︑

資
金
力
や
能
力
以
上
に
︑〝
使
命
感
〟
や
〝
ビ
ジ
ョ
ン
〟
に
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
︒

　
み
な
さ
ん
は
ア
フ
リ
カ
に
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
だ
ろ
う

か
︒
サ
バ
ン
ナ
に
棲
む
キ
リ
ン
や
ラ
イ
オ
ン
︑
そ
し
て
一
枚
布
を

巻
き
付
け
た
肌
の
黒
い
人
々
?

　
さ
す
が
に
﹃
m
u
n
d
i
﹄
の
読

者
に
︑
そ
ん
な
偏
っ
た
イ
メ
ー
ジ
し
か
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
人

は
少
な
い
か
も
し
れ
な
い
︒
だ
が
︑
高
速
ド
ロ
ー
ン
が
病
人
の
命

を
救
い
︑
モ
バ
イ
ル
マ
ネ
ー
や
仮
想
通
貨
で
売
買
や
送
金
が
行
わ

れ
て
い
る
と
聞
け
ば
驚
く
方
も
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

　
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
拠
点
を
置
く
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業

﹁
Z
ip
l
ine
﹂
は
ル
ワ
ン
ダ
の
農
村
地
域
で
︑ド
ロ
ー
ン
を
使
っ

た
輸
血
用
血
液
や
医
薬
品
の
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
た
︒
ル
ワ
ン

ダ
に
か
ぎ
ら
ず
︑
ア
フ
リ
カ
の
多
く
の
農
村
地
域
に
は
住
所
が
な

い
︒
整
備
さ
れ
た
高
速
道
路
も
な
い
︒
緊
急
物
資
の
輸
送
は
困
難

な
地
域
だ
が
︑
ド
ロ
ー
ン
で
あ
れ
ば
道
路
は
不
要
︒
時
速
1
2
0

キ
ロ
で
物
資
を
運
び
︑
さ
ら
に
住
所
が
な
く
と
も
G
P
S
で
目
的

地
を
感
知
し
︑
そ
こ
へ
小
包
を
落
と
す
と
い
う
仕
組
み
だ
︒

　
Z
ip
l
ine
が
最
初
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
ア
フ
リ
カ
を
選
ん
だ

の
は
︑人
道
的
使
命
感
か
ら
︙
︙
で
は
な
い
︒
当
初
︑彼
ら
の
ホ
ー

ム
タ
ウ
ン
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
で
は
連
邦
航
空
局
か
ら
の
承
認
が
下

り
な
か
っ
た
の
だ
︒﹁
一
般
航
空
機
の
運
航
が
妨
げ
ら
れ
る
恐
れ

が
あ
る
﹂
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
だ
っ
た
︒
一
方
︑
ル
ワ
ン
ダ
は

こ
の
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
ア
イ
デ
ア
に
す
ぐ
に
賛
同
し
︑
米
国
よ

り
ず
っ
と
速
く
︑
無
人
航
空
機
に
関
す
る
制
度
を
整
え
た
︒

＊
　
＊

　
＊

　
先
進
国
で
は
新
た
な
技
術
や
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
て
も
︑
既
存

の
サ
ー
ビ
ス
や
法
規
制
が
ハ
ー
ド
ル
に
な
っ
て
普
及
ま
で
に
時
間

が
か
か
る
の
に
対
し
︑
ア
フ
リ
カ
で
は
そ
う
い
っ
た
ハ
ー
ド
ル
が

も
と
も
と
な
い
か
︑
あ
っ
て
も
低
い
た
め
︑
す
べ
て
を
飛
び
越
え

て
一
気
に
広
ま
る
︑
と
い
う
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
︒〝
リ
ー
プ

フ
ロ
ッ
グ
︵
か
え
る
跳
び
︶〟
と
呼
ば
れ
る
現
象
だ
︒
モ
バ
イ
ル

決
済
︑
仮
想
通
貨
に
よ
る
国
際
送
金
︑
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
︑
G
P
S

を
使
っ
た
輸
送
シ
ス
テ
ム
な
ど
が
そ
の
最
た
る
領
域
で
︑
今
︑
ケ

ア
フ
リ
カ
で
広
が
る

新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
形

文
◦
鮫
島
弘
子

鮫島弘子（さめじま・ひろこ）
「andu amet」代表兼チーフデザイナー。青年海外協力隊のエチオピア、ガー
ナ隊員、外資系ファッションブランドのマーケティング部クリエイティブ担当を
経て、2012年に「andu amet」を設立。エチオピアの自社工房で生産を行う、世
界最高級の羊皮「エチオピアンシープスキン」を使用したレザー製品を製造・
販売している。2018年、表参道に直営店をオープン。現在エチオピア在住。

※2017年7月1日から2期目を務め、19年1月末に辞任予定（1月18日現在）。
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日本は1993年からアフリカ開発会議（TICAD）を国連等と 
共同で開催し、アフリカに対する積極的な支援を行ってきた。
2000年以降、着実に経済成長を遂げているアフリカのさら
なる発展を目指してJICAが取り組んでいるのが、開発課題
に対して既存のシステムや常識の枠にとらわれずに解決す
る手法、いわゆるイノベーションによる開発だ。日本が誇る
科学や技術の力を活用して、社会経済を一足飛びに発展
させる協力を進めている。

JICA国際協力専門員。JICA運輸交
通・情報通信課長、世界銀行プログ
ラム・マネジャーなどを経て現職に。
世界経済フォーラム「Internet for All」
グローバル運営委員会委員、総務
省国際戦略WG構成員も務める。

内藤智之（ないとう・ともゆき）さん
教えてくれた人

　
世
界
が
抱
え
る
課
題
を
2
0
3
0

年
ま
で
に
解
決
し
よ
う
と
、
15
年
に
国

連
で
採
択
さ
れ
た
の
が
S
D
G
s
（
持

続
可
能
な
開
発
目
標
。40
ペ
ー
ジ
参
照
）

だ
。
そ
れ
ま
で
の
途
上
国
に
対
す
る
援

助
が
、
途
上
国
と
先
進
国
そ
れ
ぞ
れ
の

政
府
主
導
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ

た
の
に
対
し
て
、
S
D
G
s
に
は
民

間
企
業
や
N
G
O
の
参
画
が
大
き
く

期
待
さ
れ
、
官
民
が
連
携
し
て
社
会
を

大
き
く
変
え
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生

み
だ
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
謳
わ
れ

て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
の
な
か
で
、
近
年

ア
フ
リ
カ
で
は
I
C
T
（
情
報
通
信

技
術
）
を
活
用
し
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
が
次
々
と
誕
生
し
て

い
る
。
代
表
的
な
例
が
ケ
ニ
ア
の

「
M-

P
E
S
A
」（
エ
ム
ペ
サ
）
だ
。

所
得
が
低
く
銀
行
口
座
を
持
て
な
い
人

で
も
、
第
2
世
代
（
2
G
）
通
信
以
上

の
携
帯
電
話
と
身
分
証
明
書
さ
え
あ
れ

ば
送
金
や
受
け
取
り
が
可
能
な
電
子
マ

ネ
ー
サ
ー
ビ
ス
で
、
多
く
の
人
が
金
融

取
引
で
き
る
画
期
的
な
手
法
と
し
て
世

界
か
ら
注
目
を
集
め
た
。
07
年
に
開
始

さ
れ
た
「
M-

P
E
S
A
」
を
介
し
た

取
引
額
は
、
現
在
で
は
貨
幣
流
通
量

ベ
ー
ス
で
同
国
G
D
P
の
50
パ
ー
セ

ン
ト
程
度
に
ま
で
達
し
て
い
る
。

　
か
た
や
ル
ワ
ン
ダ
で
は
、
16
年
に
ド

ロ
ー
ン
を
使
っ
た
血
液
輸
送
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
た
。
首
都
か
ら

地
方
の
医
療
施
設
へ
医
薬
品
を
運
ぶ
と

き
に
、
陸
上
輸
送
で
は
数
時
間
か
か
っ

て
い
た
も
の
が
ド
ロ
ー
ン
な
ら
10
数
分

で
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
ア
フ
リ
カ
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生

ま
れ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
J
I
C
A

国
際
協
力
専
門
員
の
内
藤
智
之
さ
ん
は

次
の
よ
う
に
話
す
。

「
途
上
国
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ス
テ

ム
や
規
制
が
ま
だ
整
備
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
が
、
特
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

活
用
し
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出

に
却
っ
て
有
利
に
働
き
始
め
て
い
ま

す
。
00
年
以
降
、
先
進
国
で
は
携
帯

電
話
や
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
普
及
が
進
み
、
こ
れ
を
後

追
い
す
る
よ
う
に
ア
フ
リ
カ
で
も

人
々
の
生
活
に
デ
ジ
タ
ル
化
が
浸
透

し
始
め
ま
し
た
。
ケ
ニ
ア
で
は
固
定

電
話
回
線
の
整
備
・
普
及
に
お
金
と

時
間
が
か
か
り
、
そ
の
間
に
普
及
し

た
無
線
通
信
を
利
用
し
て
で
き
た
の

が
民
間
企
業
に
よ
る
『
M-

P
E
S
A
』

と
い
う
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
ル
ワ
ン
ダ
の

ド
ロ
ー
ン
は
、
同
国
政
府
が
課
題
解
決

を
優
先
し
、
航
空
規
制
緩
和
が
先
進
国

よ
り
は
る
か
に
寛
容
で
あ
っ
た
た
め
実

現
し
ま
し
た
」

　
こ
れ
ら
の
成
功
例
を
追
い
風
に
、
ア

フ
リ
カ
で
は
起
業
の
機
運
が
高
ま
り
、

今
や
世
界
中
の
企
業
や
投
資
家
が
注
目

す
る
地
域
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
ま
で
解
決
が
難
し
い
と
さ
れ
て
き

た
社
会
課
題
に
対
し
て
、
先
進
国
が
た

ど
っ
て
き
た
発
展
過
程
を
一
足
飛
び
で

乗
り
越
え
て
発
展
す
る
リ
ー
プ
フ
ロ
ッ

グ
（
か
え
る
跳
び
）
現
象
が
起
き
て
い

る
。

「
大
き
な
役
割
を
担
う
の
は
デ
ジ
タ

ル
・
ネ
イ
テ
ィ
ブ
世
代
と
呼
ば
れ
る
若

者
た
ち
で
す
。
世
界
中
と
通
信
で
つ
な

が
り
、
ア
イ
デ
ア
を
共
有
し
、
日
本
、

ア
フ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
と
地
域
を
限
定
す

る
こ
と
な
く
ビ
ジ
ネ
ス
を
立
ち
上
げ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
起
業
家
や
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
企
業
を
育
て
る
テ
ッ
ク
ハ
ブ

（
似
た
志
を
持
っ
た
人
が
集
ま
り
共
同

作
業
す
る
場
所
）
の
数
は
、
16
年
〜
18

年
に
は
ア
フ
リ
カ
で
約
50
パ
ー
セ
ン
ト

も
伸
び
て
4
0
0
拠
点
を
超
え
て
い

ま
す
。
J
I
C
A
も「
I
C
T
立
国
」
を

国
是
と
す
る
ル
ワ
ン
ダ
で
「
K-

L
a
b
」

と
い
う
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
新
規

事
業
の
育
成
や
支
援
）
施
設
の
設
立
を

支
援
す
る
な
ど
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の

創
造
に
協
力
を
行
っ
て
い
ま
す
」

　
ま
た
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
な
に
も

新
し
い
技
術
を
用
い
る
だ
け
で
は
な
く
、

既
存
の
優
れ
た
技
術
や
知
恵
を
革
新
的

に
用
い
て
、
新
し
い
価
値
観
を
生
み
出

す
こ
と
で
も
あ
る
。J
I
C
A
は
ス
ー

ダ
ン
で
は
超
音
波
エ
コ
ー
装
置
の
普
及

（
16
ペ
ー
ジ
参
照
）
を
推
進
し
、
セ
ネ

ガ
ル
で
は
太
陽
光
で
動
く
電
動
ポ
ン
プ

（
18
ペ
ー
ジ
参
照
）
を
用
い
た
事
業
な

ど
も
展
開
し
て
い
る
。
そ
し
て
同
時
に
、

今
後
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
う
る

人
材
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
S
D
G
s
の
「
誰
も
取
り
残
さ
な

い
」
と
い
う
理
念
の
も
と
、
こ
の
分
野

で
も
幅
広
い
協
力
を
続
け
て
い
る
の
だ
。

イノベーションで
アフリカ特集

未来を変える

経済活動における生産手段や資源、労働力
などが、それまでとは異なる方法で結びつい
て新たな価値を生み出すこと。途上国開発
では、既存の考え方や活動に新しい手法を
組み合わせたり、ICT（情報通信技術）などの
新技術を融合させて非伝統的な手法で社会
課題を解決する方法を指す。日本では「革
新」や「技術革新」と訳されることが多い。

イノベーションとは？

イノベーションを世界で初めて定義したのはオーストリアの経済学者、ヨーゼフ・シュ
ンペーター。一つのイノベーションは上記の五つに分類されるとした（1911年）。

新しい
モノ／サービスの

生産
新しい

生産方法の導入
新しい

販売先の開拓

原料あるいは半製品の
新しい供給源の獲得

新しい組織の実現
（独占の形成やその打破）

イノベーションの定義

●プリント基板（p4～7、p12～13）  ：  VLADGRIN/Shutterstock.com 



　アフリカ全域の稼働中のテック
ハブは、2018年3月の時点で442拠
点。2016年の314拠点から約1.5倍
に増加している。テックハブが急増
している背景には、アフリカ各国政
府がスタートアップ支援に力を入れ
ていることや、アフリカ地域で投資
や事業展開をしたい外国の企業や
団体が現地とつながる場を求めて
いることが挙げられる。

　世界第1位の経済大国アメリカで携帯電話を持つ世帯の割
合は、20年かけて約70％まで上昇した。これに対してアフリカの
ケニアは、わずか7年でアメリカに追いついている。また、ケニア
で2007年に生まれたモバイル送金サービス「M-PESA」（エムペ
サ）は、わずか4年で約80％の世帯に利用され、取引額はGDP
の50％にも達した（貨幣流通量ベース）。ICTを活用したイノベー
ションが活発な経済活動を牽引している。

ケニアの携帯電話の
世帯普及速度は
アメリカをはるかにしのぐ
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今後もデジタルツールが
新市場を創り出す

アフリカにおける
金融サービスに関するデジタルツール

利用趣向の所得階層別アンケート（2018年）

全体
所得階層（年収） 取引（支払い、送金など）（％）

上流層
36,000ドル以上

中間層
12,600 ～ 36,000ドル

中下層
3,600 ～ 12,600ドル

下流層
3,600ドル以下

11 27 243 17

6 16 159 18

9 23 249 15

12 43 228 16

24 29 326 18

インターネット モバイル 店舗 ATM コールセンター

アフリカの
今を知る

デジタルツールの普及が急激に進むアフリカ。
科学技術を用いたイノベーションによって、

リープフロッグを実現する環境が
着々と整ってきている。

出典：ITU Statistics Global ICT developments 2018をもとに作成。

　2000年以降、携帯電話契約数や
携帯電話経由によるブロードバンド・イ
ンターネット契約数が大きく伸びた。携
帯電話契約数はすでに世界人口の総
数を上回り、05年から18年の間に約3
倍（約34％→107％）になった。このうち
アフリカだけの数値を抽出してみると、
同期間に約６倍（約12％→76％）に増
加している。近年、ICTが人々のコミュ
ニケーションを変容させたことから、ICT
を上手に活用した開発が、さらなるイノ
ベーションと経済発展を生むと期待さ
れている。
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世界とアフリカ＊¹の携帯通信・インターネットの伸び

アフリカで稼働中の
テックハブ拠点数
（2017年）

　アフリカ各国の金融サービス利用者に実施
したアンケートで、金融取引にパソコンまたはモ
バイルを好むと回答した人は約4割に上った。所
得別では中間層、上流層が多く、この層に向け
た電子商取引（EC）は今後大きく開花する可能
性がある。2012年にいち早くサブサハラ・アフリ
カ地域でオンラインショッピングサービスを始めた
「Jumia」は、いまや月間1,500万人の訪問ユー
ザー（うち79％は携帯電話からアクセス）を獲得
する急成長企業となっている。

出典：World Development Report をもとに作成。
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携帯電話とM-PESAの普及速度

　国連が2030年までの目標として掲げる「持続可
能な開発目標（SDGs）」。しかし、これまで先進国が
行ってきたような途上国支援の方法だけでは達成
は容易ではないと言われている。特にアフリカでは
各国政府や民間企業、国際機関、市民社会、学術
界などがパートナーシップを組み、積極的にイノベー
ションを生み出すことが重要と考えられている。

現状では
SDGs達成は難しい

SDGsにおけるUHC達成の進路の違い
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ギャップを埋めるには
イノベーションが不可欠
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これまでの途上国支援を
実施した場合の進路

＊すべての人々が、十分な質の保健医療サービスを、必要な時に、負担可能な費用で受けられるよう
にすること。SDGsのゴール3「すべての人に健康と福祉を」に関わる。
出典：Ericsson et al.「ICT&SDGs」（2016）をもとに作成。

グラフはSDGsのターゲットの一つであるUHC（ユニバーサル ヘル
ス カバレッジ＊）を例に、2030年の世界の達成度を予測したもの。

世界は
ICTの時代へ

人が集まり、
資金も集まる

アメリカ
携帯電話の世帯割合
20年で約70％

M-PESAの世帯割合
4年で約80％

携帯電話の世帯割合
9年でほぼ100％

ケニア

出典：McKinsey & Company 「Roaring to life: Growth and innovation in African retail 
banking」をもとに作成。

出典：GSMA「Africa: a look at the 442 active tech hubs of the continent」 をもとに作成。

キーワード

「かえる跳び」の意。過去の慣習にとらわれず
に、さまざまな知恵や技術の組み合わせによっ
て生まれ得るイノベーションを有効活用しなが
ら、必要なルールの見直しなどを加えることで、
過去に他国が経験してきた発展の順序を必ず
しもなぞらずに一足飛びに発展すること。

リープフロッグ

情報通信技術（Information and Communication 
Technology）の略。以前は、アナログ情報をデジタ
ル化する技術やデータ通信に関する技術をIT（情
報技術）と総称していたが、インターネットの発達に
よってITを通じた双方向・多方向のコミュニケーショ
ンがネットワークとして一般的になったことから生ま
れた言葉。2000年代中盤頃から使われ始めた。

ICT

科学技術イノベーション（Science, 
Technology and Innovation）の略。
科学や技術の力を活用したイノ
ベーションの総称。ICTを活用したイ
ノベーションもこの一つに属する。

STI

インターネットやパソコンが普及し
た時期に幼少期を過ごし、ICTによ
く親しんでいる世代という意味で
使われる。日本では1990年代以降
に生まれた人たちのことを指す。

デジタル・ネイティブ

特定のビジネスに特化した企業や投資家が
集まる拠点のこと。共同で作業を行うスペー
ス、モノ作りの工作機械を備えたスペース、イ
ンキュベーション施設なども含めて、オープンな
起業家・研究者・実務家向けの共同作業環境
を総称してテックハブと呼ぶことが多い。似た
ような志を持つ人が集まり、技術協力や情報
共有などが活発に行われるため、イノベーショ
ンにつながる新たな試みが生まれやすい。

テックハブ

創業して間もない企業。日本ではベン
チャーという呼称が一般的だったが、こ
こ数年の起業ブームで最近の20～30
代（特に大学生）にとってはスタートアッ
プのほうがイメージを描きやすいと言わ
れる。新しいビジネスを起こして成長し、
市場を開拓しようとする段階の企業や
事業を表す。

スタートアップ

新規事業の育成や起業を支えな
がら育てること。インキュベーショ
ン本来の意味は、たまごの孵化。

インキュベーション

アフリカ
イノベーションで未来を変える 

特集
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化
を
図
る
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
ル
ワ
ン
ダ

の
抱
え
る
社
会
課
題
を
I
C
T
で
解

決
し
よ
う
と
す
る
も
の
。
来
場
者
か
ら

は
「
ど
の
よ
う
な
人
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

し
て
い
る
の
か
?
」「
ど
う
し
て
こ
の

ビ
ジ
ネ
ス
を
思
い
つ
い
た
の
か
?
」

な
ど
、
活
発
な
質
問
が
飛
ん
だ
。

　
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
18
年
3
月
に
28

社
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
か
ら
申
し

込
み
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
選
考
さ
れ
た

8
社
が
同
年
6
月
か
ら
約
半
年
間
、
1

期
生
と
し
て
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン

（
新
規
事
業
の
育
成
）
と
呼
ば
れ
る
支

援
を
J
I
C
A
専
門
家
な
ど
か
ら
受

け
た
。内
容
は
法
務
、財
務
・
会
計
、マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
だ
。

　
イ
マ
ニ
・
ボ
ラ
さ
ん
も
そ
こ
で
学
ん

だ
ひ
と
り
で
、
国
内
で
消
費
さ
れ
る
鶏

肉
の
多
く
が
輸
入
に
依
存
し
て
い
る
現

状
を
改
善
し
よ
う
と
、
ル
ワ
ン
ダ
国
内

の
鶏
肉
の
生
産
性
向
上
の
た
め
、
ア
プ

リ
で
管
理
可
能
な
鶏
卵
の
ふ
化
器
を
開

発
。
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
注
目
を

集
め
た
。

「
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
予
算
・
事
業

I
C
T
起
業
家
が

切
り
開
く
ア
フ
リ
カ
の
未
来

　
2
0
1
8
年
12
月
、
首
都
キ
ガ
リ

市
内
の
高
級
ホ
テ
ル
の
大
広
間
で
、
19

歳
〜
30
代
前
半
の
若
き
ル
ワ
ン
ダ
人
起

業
家
8
組
が
、
新
た
な
I
C
T
（
情

報
通
信
技
術
）
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
熱

く
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い
た
。

こ

れ

は
、
J
I
C
A
が

同
国
の

I
C
T
セ
ク
タ
ー
と
起
業
環
境
を
強

化
す
る
た
め
に
17
年
11
月
に
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
で
あ
る

「
2
5
0
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
」（
9
ペ
ー

ジ
参
照
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
卒
業
式
だ
。

会
場
で
は
投
資
家
な
ど
の
ビ
ジ
ネ
ス
関

係
者
、
ル
ワ
ン
ダ
I
C
T
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
省
次
官
な
ど
政
府
関
係
者
、
約

2
0
0
人
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

た
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
の
内
容
は
、
生
産
者
と
消

費
者
を
直
接
結
び
付
け
る
物
流
サ
ー
ビ

ス
ア
プ
リ
、
水
道
管
の
水
漏
れ
を
検
知

し
て
そ
の
場
所
を
特
定
す
る
ア
プ
リ
、

農
協
間
の
情
報
共
有
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

計
画
の
立
て
方
な
ど
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
持

続
可
能
な
も
の
に
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ

ま
な
ス
キ
ル
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、

顧
客
で
あ
る
農
家
と
直
接
話
し
、
彼
ら

の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
製
品
を
作
る
こ
と

も
大
切
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
」

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
統
括
す
る
専
門
家

の
山
中
敦
之
さ
ん
は
、「
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
わ
れ
わ
れ
が
2
5
0
の
会
社

を
作
る
の
で
は
な
く
、
効
率
的
に
ビ
ジ

ネ
ス
を
育
て
る
仕
組
み
を
国
内
に
作
る

実
験
の
場
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
そ
し

て
こ
の
卒
業
式
は
、
ル
ワ
ン
ダ
内
外
か

ら
協
力
者
を
募
る
た
め
の
お
披
露
目
会

の
意
図
も
あ
り
ま
し
た
。
私
は
プ
レ
ゼ

ン
を
見
守
る
人
た
ち
の
様
子
も
見
て
い

ま
し
た
が
、『
こ
れ
は
ビ
ジ
ネ
ス
と
し

て
行
け
そ
う
だ
』
と
い
う
顔
を
し
て
い

る
人
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
手

応
え
を
語
る
。

　
今
後
の
展
望
と
し
て
は
、
ル
ワ
ン
ダ
政

府
や
I
C
T
を
推
進
す
る
関
係
機
関
、

民
間
企
業
な
ど
が
、
J
I
C
A
に
頼
る

こ
と
な
く
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
態
勢
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が

重
要
だ
。
ま
た
、
ル
ワ
ン
ダ
の
み
な
ら
ず
、

他
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
へ
の
展
開
も
視
野
に

入
れ
て
い
る
。

I
C
T
立
国
を
目
指
す

ル
ワ
ン
ダ
の
強
い
決
意

　
ル
ワ
ン
ダ
は
1
9
9
4
年
に
起
き

た
内
戦
で
経
済
に
も
大
打
撃
を
受
け
た
。

し
か
し
、
そ
こ
か
ら
25
年
で
「
ア
フ
リ

カ
の
奇
跡
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
の
急
成

国
の
未
来
を
担
う

金
の
卵
が
続
々
誕
生
！

I
C
T
立
国
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
つ
つ
あ
る
ル
ワ
ン
ダ
。

国
、そ
し
て
ア
フ
リ
カ
全
土
の
発
展
の
た
め
に
は
新
進
気
鋭
の
I
C
T
起
業
家
の
台
頭
が
望
ま
れ
て
お
り
、

そ
の
育
成
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
今
ま
さ
に
動
き
出
し
て
い
る
。

卒業式にはマスコミを含め、ルワンダ
国内外から約200人の関係者が訪
れた。会場の外でも起業家と投資家
らが議論を交わす姿が見られた。

宮下孝之駐ルワンダ大使から卒業証書が手渡された。８社のう
ち、2019年1月には5社が日本を、3社がケニアを訪れ、投資家と
の面談を行った。

直接的な資金援助は行わず、法務、
財務・会計、事業計画、マーケティン
グ、機材など起業家が事業の拡張
に専念できる環境、支援を提供し、
企業として持続可能な組織作りを
目指すプログラム（右はコンセプト
図）。また、国際会議等での投資家
とのマッチングの機会の提供も行
う。JICAがICT商工会議所と協力して
作ったもので、「250」はルワンダの
国際電話の国別コードを表すと同時
に、2025～26年までに最低250社の
優秀なスタートアップ企業を育てた
いという思いが込められている。

自動ふ化器。大きいものだと
一度に3,000個の卵を管理
できる。「2年をかけて6度目
のテストでようやく完成しまし
た。ここまで長い旅でした」と
ボラさん。

が変わるビジネスイノベーションで

I
C
T
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
エ
コ
シ
ス
テ
ム
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
2
0
1
7
年
11
月
～
2
0
2
0
年
11
月
）

案
件
名

卒業式兼ピッチングと呼ばれる投資家
向けのプレゼンテーションの模様。

水道管に小型センサーを設置し、
水漏れがあった場合はその場所を
特定してスマホアプリに通知する
水道事業者向けのシステムを開発。

「使った水の量もセンサーで管理
できるので、料金支払いの電子化
にも対応します」と、共同設立者の
ケネス・ムウェベサさん。

鶏卵のモニタリングと遠隔操作をスマー
トフォンなどでできる自動ふ化器を開
発。代表のイマニ・ボラさんは24歳で、
トゥンバ技術高等専門学校の講師も
務める。「ルワンダは鶏肉や卵の約80％
を輸入に頼っており、価格も高い。その
課題を知り、自分にできることはないかと
思って開発しました」。

企業名  アクア

企業名 ハッチプラス

250スタートアップとは

Selected
startup

Legal CounselingAccounting

Equipment

Raw materialsTransport
Food

Market
development

Business
model

Technical 
advice
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国名：ルワンダ共和国
首都：キガリ
アフリカ大陸の赤道近くに位置する内陸
国。2000年に就任したポール・カガメ大統
領のリーダーシップのもとクリーンな政治や
治安対策に力を入れ、ICT産業の成長などで
「アフリカの奇跡」と呼ばれる経済復興を
遂げている。
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10
年
か
ら
は
山
中
さ
ん
が
専
門
家
と

し
て
派
遣
さ
れ
、
ル
ワ
ン
ダ
の
I
C
T

戦
略
策
定
や
人
材
育
成
を
支
援
。

I
C
T
民
間
企
業
の
組
合
で
あ
る

「
I
C
T
商
工
会
議
所
」
や
、
若
手
起

業
家
の
育
成
を
支
援
す
る
施
設
「
K

ラ
ボ
」
や
「
フ
ァ
ブ
ラ
ボ
」
の
設
立
に

力
を
注
い
だ
ほ
か
、
A
B
E
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ

＊

の
一
環
で
、
日
本
の
大
学

に
お
け
る
修
士
課
程
履
修
や
日
本
企
業

に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
の

た
め
に
ル
ワ
ン
ダ
の
若
者
を
訪
日
さ
せ

る
橋
渡
し
も
し
た
。

日
本
で
学
ん
だ
こ
と
を

ル
ワ
ン
ダ
で
共
有
し
た
い

　
現
在
、
ル
ワ
ン
ダ
の
I
C
T
業
界

で
活
躍
す
る
若
者
の
中
に
は
、
A
B
E

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
も
と
日
本
で
学
ん

だ
元
留
学
生
も
少
な
く
な
い
。

　
多
く
の
ル
ワ
ン
ダ
人
留
学
生
を
受
け

入
れ
る
神
戸
情
報
大
学
院
大
学
で
は
神

戸
市
と
の
協
力
に
よ
り
草
の
根
技
術
協

力
事
業
「
キ
ガ
リ
を
中
心
と
し
た
若
手

I
C
T
人
材
育
成
事
業
」
を
実
施
。
同

大
学
学
長
の
炭
谷
俊
樹
さ
ん
が
提
唱
す

る
〝
探
求
メ
ソ
ッ
ド
〞
と
呼
ば
れ
る
問

題
解
決
手
法
を
教
え
て
い
る
。
探
求
メ

ソ
ッ
ド
と
は
、
社
会
で
何
が
求
め
ら
れ

て
い
る
か
を
察
知
し
、
課
題
に
対
す
る

解
決
策
を
主
体
的
に
立
案
・
行
動
す
る

と
い
う
手
法
を
研
究
す
る
学
問
だ
。

　
キ
ガ
リ
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
会
社

「
ワ
イ
ヤ
ー
ド
イ
ン
」
で
働
き
な
が
ら
、

探
求
メ
ソ
ッ
ド
を
教
え
る
イ
ヴ
ス
・

長
を
遂
げ
て
い
る
。
そ
の
根
幹
の
ひ
と

つ
が
I
C
T
産
業
だ
。

　
90
年
代
末
、
世
界
的
な
I
T
バ
ブ

ル
の
中
で
国
連
や
先
進
国
が
I
C
T

に
よ
る
途
上
国
の
開
発
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
中
、
ル
ワ
ン
ダ
も
I
C
T
を
国
家

開
発
の
カ
ギ
と
位
置
づ
け
、
2
0
0
1

〜
20
年
の
5
年
4
期
で
国
家
I
C
T

戦
略
計
画
を
立
案
・
実
施
す
る
こ
と
を

決
定
し
た
。

　
し
か
し
00
年
代
初
期
、
I
T
バ
ブ
ル

が
は
じ
け
て
国
際
社
会
の
支
援
が
足
踏

み
状
態
に
な
る
と
、
多
く
の
途
上
国
が

I
C
T
に
よ
る
開
発
を
中
止
せ
ざ
る
を

え
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
ル
ワ
ン

ダ
だ
け
は
違
っ
た
と
山
中
さ
ん
は
言
う
。

「
国
土
が
四
国
の
約
1.5
倍
し
か
な
い
ル

ワ
ン
ダ
は
も
と
も
と
資
源
が
少
な
く
、

農
業
生
産
も
限
界
が
あ
り
、
一
貫
し
て

I
C
T
で
国
を
開
発
す
る
ん
だ
と
い

う
強
い
意
志
が
あ
り
ま
し
た
。
国
際
社

会
に
頼
ら
ず
国
の
予
算
だ
け
で
光
フ
ァ

イ
バ
ー
網
を
整
備
し
た
り
と
、
自
力
で

開
発
を
続
け
た
世
界
的
に
も
珍
し
い
国

で
す
。
そ
の
結
果
、
ア
フ
リ
カ
に
お
け

る
I
C
T
立
国
と
い
う
名
声
を
確
立

し
て
き
ま
し
た
」

　
そ
の
中
で
、
新
た
に
手
を
差
し
伸
べ

た
の
が
日
本
だ
っ
た
。
ル
ワ
ン
ダ
内
戦

以
降
は
O
D
A
を
ス
ト
ッ
プ
し
て
い

た
日
本
だ
っ
た
が
、
05
年
に
J
I
C
A

ル
ワ
ン
ダ
事
務
所
を
再
開
し
、
07
年
か

ら
は
I
C
T
技
術
者
な
ど
を
養
成
す

る
ト
ゥ
ン
バ
高
等
技
術
専
門
学
校
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
整
備
の
協
力
を
始
め
た
。

キ
ュ
ゾ
ゾ
さ
ん
は
「
日
本
に
残
っ
て
働

き
た
い
と
も
考
え
た
け
ど
、
や
は
り
国

に
帰
っ
て
日
本
で
学
ん
だ
ス
キ
ル
を
伝

え
、
こ
の
国
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
思

い
が
強
か
っ
た
」
と
語
る
。

　
山
中
さ
ん
は
、
こ
う
付
け
加
え
る
。

「
ル
ワ
ン
ダ
の
人
た
ち
は
、
自
国
の
た

め
に
何
か
を
し
た
い
と
い
う
意
識
が
高

い
。
内
線
後
、
国
内
に
戻
っ
て
き
た
人

も
多
く
、
よ
く
話
に
上
る
の
は
聖
書
の

一
読
に
た
と
え
て
『
自
分
た
ち
は
こ
の

国
の
神
話
を
作
っ
て
い
る
ん
だ
』
と
い

う
こ
と
。『
僕
ら
は
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の

よ
う
な
悲
劇
を
二
度
と
く
り
返
さ
な
い
。

ル
ワ
ン
ダ
は
変
わ
る
ん
だ
』
と
い
う
強

い
気
持
ち
で
、
目
標
を
高
く
持
っ
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
」

　
ル
ワ
ン
ダ
は
地
理
的
に
は
ア
フ
リ
カ

大
陸
の
ほ
ぼ
中
心
に
あ
り
、
英
語
、
フ

ラ
ン
ス
語
の
両
方
を
話
せ
る
人
が
多
い
。

そ
れ
ゆ
え
、
山
中
さ
ん
は
今
後
ル
ワ
ン

ダ
か
ら
ア
フ
リ
カ
全
土
に
I
C
T
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
広
ま
っ
て
い
く
と
予

想
す
る
。

「
ア
フ
リ
カ
諸
国
に
は
ま
だ
課
題
が
た

く
さ
ん
あ
り
、
I
C
T
を
活
用
し
た
開

発
が
必
要
と
さ
れ
る
分
野
も
多
い
。
だ

か
ら
こ
そ
、
ル
ワ
ン
ダ
に
来
れ
ば
最
新

の
情
報
が
手
に
入
る
し
、
コ
ネ
ク
シ
ョ

ン
が
で
き
る

│
そ
ん
な
ア
フ
リ
カ
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
中
心
地
に
な
る
よ

う
に
、
私
た
ち
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い

で
す
」

「今 年8月には、第7回 アフリカ開 発 会 議
（TICAD7）が横浜で開催されます。そこではルワン
ダのICTイノベーションで得られた知見を紹介する
とともに、民間レベルでの日本とルワンダの関係
強化も図る予定ですので、ぜひ注目してください」

ICTイノベーションエコシステム強化プロジェクト専門家 
山中敦之さん（やまなか・あつし）さん

ア
フ
リ
カ
で

い
ち
ば
ん
の

I
C
T
大
国
を

目
指
し
て

キガリの中心街には高層ビルが年々増え
ている。街は清潔でごみひとつなく、治安
もよいため、観光客や国外のビジネスマ
ンにとっても魅力的。

2016年に完成したルワンダ発展の象徴でもある「キガリ・
コンベンションセンター」。ドーム型の屋根は、夜はルワン
ダ国旗や来賓の国旗の色に合わせてライトアップされる。

キガリ市内に建つテレコム
ハウス。Kラボ、ファブラボ、
ICT商工会議所、ルワンダ
情報化振興局、JICAプロ
ジェクトオフィスなどICT関
連の機関・施設が入ってい
て、ルワンダICT産業の中
核を担っている。

2012年設立、Kは「knowledge＝知識」の頭文字。若手起業家などの育成
を支援するイノベーションセンターで、すでに250社以上の起業実績があ
る。起業家同士の情報交換、ミーティングやワークショップのスペースとし
て活用される。

登録すれば無料で
インターネット回線
が利用でき、多く
の若者が情報収
集や学習に活用し
ている。

壁に貼り付けられ
た無数の名刺。連
絡先を共有して、ビ
ジネス上の人との
つながりを強化す
るためだ。

ITを学ぶ
フリースペース

スタートアップの

夢をかなえる
聖地

K-Lab

2016年設立、Fabは「fabrication＝製作」の略。もともと
のコンセプトは、マサチューセッツ工科大学のニール・
ガーシェンフェルド教授が提唱したモノ作りのためのス
ペースで、世界中で設立されている。3Dプリンター、NC

（数値制御）工作機器、レーザーカッターなどの工作
機械を駆使して“ほぼあらゆるもの”の製作が可能だ。

3Dプリンター、レー
ザーカッターなど
が並ぶ。ICTビジネ
スのために必要な
デバイスも気軽に
試作できる。

ファブラボの工作機械を使って模型飛行機を製作
した若い男性。飛行距離は4kmに達するそうで、
今後コンテストでその性能を披露するという。

アイデアを形にする
工作スペース

FABLAB

＊ABEイニシアティブ：アフリカ諸国の優秀な若手人材を社会人留学生として受け入れ、修士課程教育と日本企業でのインターンシップの機会を
提供する制度。「アフリカの若者のための産業人材育成イニシアティブ『修士課程およびインターンシッププログラム』」。

アフリカ
イノベーションで未来を変える 

特集

10February 201911 February 2019



　5年前に共同経営者とともに長距離バスのオンライン
チケット会社「ケンズ」を創業。乗客はバスターミナルなど
に行かなくても、インターネットでチケットを予約購入できる
ようになった。ルワンダの27の長距離バス会社のうち14
社と契約しているほか、隣国ウガンダのバス会社1社とも
提携する。「日本の企業はそれぞれの専門分野で優れた
人材がいて、チームを作って、助け合って、組織を強くして
いました。私の会社も、そうなりたいと思います」。

　ICカードでバス運賃を支払う日本の「Suica」や「PASMO」
のようなサービス「タップ＆ゴー」を開発した「ACグループ」に
所属。キガリ市内で運行する3社のバスすべてが同社のこ
のシステムを導入、毎日約30万人の市民が利用する。同様
のサービスをカメルーンでも始め、今後は他のアフリカ諸国
にも広めていく。

「以前のバスは、車掌が運賃のおつりを計算するのに時間
がかかって不便でしたが、タップ＆ゴーの導入で市民に喜ん
でもらえ、バス会社の売り上げも30％伸びました。日本への
留学では、計画を立てること、会議や報告を行うことの大切
さを学び、すべてが今に役立っています」。

ムサ・ハビネザさん（29歳）　

クリスタ・ムネゼロさん（27歳）　

発券機はインターネットに接続可能
で、ここにインストールするソフトウェア
をハビネザさんの会社で開発した。

長距離バスチケットの
オンライン販売

ただ今、日本で学び中！

カードをタッチしてバス運賃を支払い

バスの運転席近くに
あるオレンジ色の機
械にICカードをかざし
て運賃を支払う。

　2010年に起業したルワンダのICTスタートアップ「へへラボ
（HeHe.lab）」を、17年に日本のICT企業「DMMグループ」が完
全子会社化して誕生した「DMM.ヘヘ」。オンラインショッピング
のプラットフォームを構築し、日用品や食料、農作物などさまざ
まなものをネット上で販売している。また地元の高校生・大学生
などをICT起業家やエンジニアとして育てる事業も行っている。

「HeHeはルワンダ語で『どこ』の意味で、『どこで手に入る？』『ど
こで見つかる？』といった問題を解決したいという思いが込められ
ています」と語るのは、同社で技術部長を務めるルサさん。

リチャード・ルサさん（30歳）　
オンラインショッピングのプラットフォーム構築

　自ら起業した「ビタファ」社で、18年9月にフードデリバ
リーのアプリをリリース。キガリ市内に10店舗を展開する
レストランチェーンと提携し、アプリで料理を注文すれば
バイクで配達してくれるサービスを提供している。「ルワン
ダではスープを使った料理が人気なので、スープがこぼ
れないように日本のおそば屋さんのバイクについている
出前機に似たものをファブラボで作ってみたい」と語る。
現在はJICAの現地スタッフとしても働き、

「日本の投資家とルワンダの起業家
のマッチングを増やしたい」と話す。

ジョヴァンニ・ムゴバさん（32歳）　

「まだスタートしたばかりで、使える
お店や利用者数は少ないですが、
ルワンダでいち早くアプリをリリー
スしたのは強みだと思います」。

アプリで料理の注文を
受けバイクで配達

TICKET

　二人は日本留学後、日本のレックス
バート社のオフショア開発＊の拠点とし
て2014年に設立された「ワイヤードイン」
に所属。キガリのオフィスでは約10人の
スタッフが日本、欧州、ルワンダの顧客
から依頼されたソフトウェア開発に取り
組んでいる。18年12月には、自社開発の

「オヘレザ」という配送サービスのアプリ
をリリース。これは送りたい品物、送り先
の情報などをアプリに入力し、複数の配
送業者の中から料金や評価をもとに選
択するもので、話が成立すれば、業者が
直接送り主のところへ集荷に訪れる。

イヴス・キュゾゾさん（30歳）、チャールズ・ムタバジさん（30歳）

配送料金や相手に荷物が届
いたかどうかもアプリ上で確
認。料金はモバイルマネーで
支払われる。

最適な配送業者を選べるアプリ

ルワンダのIC  Tビジネスで
活躍する  若者たち ルワンダのICT業界では30歳前後の若者たちが起業家として、 

または企業の中枢として活躍する。JICAの協力を通して日本から 
学んだ経験をもとに、自国の課題解決に精力的に取り組んでいる。

ABEイニシアティブで留学中のICT起業家の卵たち。
ルワンダの今後の成長の鍵をにぎる二人を紹介しよう。 

＊ウェブシステム開発やスマホアプリ開発などのソ
フトウェア開発業務を、海外の事業者や子会社に
委託すること。

留学先：芝浦工業大学理工学研究科
「ルワンダでは銀行のシステム開発の仕
事に就いていました。日本は世界の中で
も、もっとも工業化が進んだイノベーショ
ンの先進国だと思います。日本では勤
勉の精神を学び、一所懸命勉強してい
ます。専門にしている農作物の病気を
IoT(Internet of Things、モノのインターネット)
で検知する研究は、二つの国際的な学会
誌で取り上げて頂くことができました。いずれは自分のビジネスを立ち上げ、
新しいアイデアとテクノロジーの力で、世界をよりよい場所にしたいです」。
［担当教授からの言葉］
システム理工学部電子情報システム学科教授・副学長 井上雅裕さん

「マテルネ君はIoTの研究に取り組んでいます。ネットワーク、センサー等のハードウェ
ア、人工知能（AI）や機械学習などのソフトウェアを統合したシステムを農業に展開す
る研究を進め、国際会議で論文を2度発表しました。IoTとAIを活用したSDGs達成へ
の貢献とイノベーション創出を期待しています」

留学先：宮城大学事業構想学研究科
「高校生の頃に空手を習っていて日本
に親近感を持っていました。大学では
情報デザインについて学んだだけでな
く、インターンシップや学会への出席を
通じて日本の企業や研究者たちとの
幅広いコネクションを得ることができま
した。彼らと顔を合わせる中で、アフリ
カ市場への強い関心を肌で感じていま
す。一番の目標は、身につけた知識や
技術で母国の発展に貢献すること。プログラムの修了後に向けて、日本とルワンダ
の企業が協力して行う事業のアイデアを練っています」。
［担当教授からの言葉］
事業構想学研究科教授 須栗裕樹さん　

「イブラヒム君は人工知能でテキスト情報を深く調べる研究をしています。論文ではルワンダの政
治状況をめぐるSNS上のさまざまな意見を分析しました。今後の活躍を期待しています」

マテルネ・ムティへムカさん　 イブラヒム・トゥムクンデさん

トゥムクンデさん（後列左から3人目）ら宮城大学
のグループは2016年の「ビジネスモデル発見＆
発表会 東北大会」で審査員特別賞を受賞した。
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18年10月にICTイノベーション省の新大臣に就任。ルワンダ開発庁勤務時代
から、JICA専門家の山中さんともルワンダのICTセクター開発に尽力してきた。

「日本政府、JICA、日本の民間企業との関係は10年近く前までさかのぼり、ルワンダのICTセクター開
発の初期段階から多くの支援をしていただきました。日本人と仕事をしてきて感じるのは、“ルワンダを
良くする”という強い使命感、責任感で、クオリティの高い発展を手助けしてくれてとても感謝していま
す。今後も日本と協力して、ICTを通じてさまざまな社会課題の解決策を一緒に作っていきたいと考え
ています。ルワンダは国民の大半が働き盛りな生産年齢人口で構成され、優秀な人材を生み出して
います。日本と力を合わせて企業の成長支援に取り組みながら、ルワンダだけでなくアフリカ全土、ま
た日本や国際市場にも展開して、ICTによる解決策を提供していくチャンスを見い出したいと思います」

ICTイノベーション省大臣　パウラ・インガビレさん
日本とともにICTで社会問題を解決したい
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料
を
用
い
て
発
電
機
を
動
か
し
、
そ
れ

に
よ
っ
て
充
電
し
た
電
気
ラ
ン
タ
ン
の

貸
し
出
し
な
ど
を
行
っ
て
い
た
。

　
そ
の
こ
ろ
、
ケ
ニ
ア
で
は
携
帯
電
話
を

使
っ
た
「
M-

P
E
S
A
」
と
い
う
送
金

シ
ス
テ
ム
が
順
調
に
シ
ェ
ア
を
拡
大
し

て
い
た
。
合
田
さ
ん
も
初
め
は
携
帯
電

話
の
電
子
マ
ネ
ー
が
使
用
で
き
な
い
か

と
考
え
た
と
い
う
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の

村
に
も
携
帯
電
話
は
普
及
し
つ
つ
あ
っ

た
が
、
地
方
の
村
で
は
大
雨
で
電
波
塔

が
壊
れ
る
こ
と
も
あ
り
障
害
が
起
こ
り

や
す
く
、
商
売
で
の
利
用
に
は
ス
ト
レ

ス
が
あ
る
。
合
田
さ
ん
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
分
断
さ
れ
て
も
機
能
す
る
決
済
シ

ス
テ
ム
を
探
し
、
N
E
C
が
開
発
し

た
発
展
途
上
国
向
け
の
電
子
マ
ネ
ー
シ

ス
テ
ム
に
出
合
う
。
非
電
化
地
域
で
も

バ
イ
オ
燃
料
を
用
い
て
発
電
し
、
万
一

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
使
え
な
く
な
っ
て
も
、

N
E
C
の
I
C
カ
ー
ド
と
店
舗
に
置

か
れ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
取
引
の
記
録
が

残
り
、
復
旧
し
た
後
に
利
用
履
歴
が
上

書
き
さ
れ
る
の
で
、
携
帯
電
話
と
違
っ

て
情
報
管
理
も
シ
ン
プ
ル
だ
っ
た
。

農村で広がる
電子マネー経済圏

銀行まで何十キロも離れた非電化地域のキヨスクで農民たちが使用するのは、
現金をチャージしたカードだ。電子マネー経済圏の広がりは、農家の生活向上と

データ化による生産性の高い農業の拡大に役立つ可能性を秘めている。
電子マネー技術を用いた金融・情報インフラ事業準備調査（BOPビジネス連携促進）

（2015年4月～2017年10月）案件名

（
F
A
O
）
か
ら
声
が
か
か
っ
た
。
彼

ら
は
農
民
に
向
け
て
資
金
援
助
を
行
い
、

そ
の
お
金
で
良
い
種
や
肥
料
を
購
入
し

て
も
ら
う
こ
と
で
生
産
性
の
高
い
農
業

の
普
及
を
目
指
し
て
い
た
。
電
子
マ

ネ
ー
で
あ
れ
ば
、
銀
行
口
座
を
持
た
な

い
人
に
も
資
金
を
確
実
に
渡
す
こ
と
が

で
き
、
使
用
履
歴
も
わ
か
る
。
こ
う
し

て
、
合
田
さ
ん
た
ち
の
電
子
マ
ネ
ー
が

有
効
な
手
段
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。

2
0
1
9
年
春
か
ら
は
、
世
界
銀
行

が
行
う
支
援
に
も
こ
の
電
子
マ
ネ
ー
の

使
用
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
村
か
ら
始
ま
っ
た

電
子
マ
ネ
ー
の
使
用
で
、
農
業
の
あ
り

方
や
暮
ら
し
が
豊
か
に
変
化
し
て
い
る
。

電
子
マ
ネ
ー
の
新
し
い
可
能
性

「
バ
イ
オ
燃
料
事
業
で
は
、
余
っ
た
農

地
に
ヤ
ト
ロ
フ
ァ
を
植
え
て
も
ら
い
、

収
穫
を
農
家
か
ら
買
い
取
り
ま
す
。
電

子
マ
ネ
ー
の
使
用
を
始
め
る
に
あ
た
り
、

信
頼
関
係
の
で
き
て
い
た
農
家
に
協
力

し
て
も
ら
い
、
キ
ヨ
ス
ク
で
使
え
る
電

子
マ
ネ
ー
の
入
っ
た
I
C
カ
ー
ド
で
、

買
い
取
り
分
の
支
払
い
を
始
め
ま
し
た
」

　
I
C
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
う
ち
に
、

自
分
の
持
つ
現
金
を
電
子
マ
ネ
ー
に
し

て
〝
貯
蓄
〞
し
て
お
く
人
も
現
れ
始
め
た
。

銀
行
に
行
く
の
に
何
時
間
も
か
か
り
、

誰
か
に
出
入
金
を
頼
む
の
も
リ
ス
ク
が

大
き
い
。
現
金
を
壺
に
入
れ
て
庭
先
に

埋
め
て
保
管
す
る
人
も
い
る
が
、
盗
難

に
遭
っ
た
り
大
雨
で
流
さ
れ
た
り
と
、

保
管
す
る
の
に
も
苦
労
を
し
て
い
る
。

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
は
年
に
1
回
の
収
穫
で

得
た
お
金
で
1
年
間
暮
ら
す
が
、
電
子

マ
ネ
ー
の
登
場
で
、
銀
行
に
行
か
ず
に

現
金
を
安
全
に
保
管
し
、
計
画
的
に
使

用
し
よ
う
と
す
る
人
が
現
れ
た
の
だ
。

　
ま
た
、「
こ
れ
ま
で
は
『
た
く
さ
ん

穫
れ
た
』
と
い
う
漠
然
と
し
た
印
象
で

と
ど
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
電
子
マ
ネ
ー

に
よ
っ
て
、
い
く
ら
で
種
を
買
い
、
ど

の
く
ら
い
収
穫
で
き
て
い
く
ら
で
売
れ

た
の
か
の
履
歴
が
数
字
と
し
て
記
録
さ

れ
れ
ば
、
そ
の
後
の
行
動
を
変
え
る
重

要
な
情
報
と
な
る
は
ず
」
と
合
田
さ
ん

は
言
う
。
J
I
C
A
の
支
援
を
受
け

て
試
行
的
導
入
を
行
っ
て
い
る
間
、
噂

を
聞
き
つ
け
た
国
際
食
糧
農
業
機
関

長年にわたり、バイオ燃料のもととなるヤトロファの栽培
を通じて農家との信頼関係を深めた。電子マネーとは
無縁だった村だが、そうした信頼関係があったからこそ、
この取り組みに参加してくれているという。

国名：モザンビーク共和国
首都：マプト
独立後17年間にわたって続いた内戦が
1992年に終結。以降、平和が定着して
毎年約６％前後の経済成長を続けてい
る。豊富な資源（天然ガス、石炭）を背
景に、他国の民間企業による投資への
期待は高い。将来的にも安定した成長
が期待される国の一つだ。

Rep
ublic of Mozambique

モザンビーク

. '.

バイオ燃料の
もととなる

ヤトロファ作り

日本植物燃料 代表取締役。植物燃料
を製造・販売する事業を展開し、モザン
ビークでヤトロファを原料としたバイオ燃
料製造を目指す。その後、非電化地域
の農村で地産地消型再生可能エネル
ギーへの取り組みや電子マネーを持ち
込み、発展に寄与する。2018年4月に
は国連本部の経済社会理事会で本事
業に関する講演も行った。

合田 真（ごうだ・まこと）さん

毎
月
消
え
て
い
く
、

現
金
の
売
り
上
げ

　
町
か
ら
車
で
数
時
間
か
か
る
非
電
化

地
域
の
辺
境
の
村
。
こ
の
村
に
あ
る
店

舗
「
キ
ヨ
ス
ク
」
で
は
2
0
1
4
年

ま
で
は
現
金
が
使
わ
れ
て
い
た
。
と
こ

ろ
が
…
…
。「
毎
月
、
現
金
の
売
り
上

げ
の
う
ち
最
大
で
30
パ
ー
セ
ン
ト
が
な

ぜ
か
消
え
て
し
ま
う
。
店
舗
の
現
地
ス

タ
ッ
フ
に
聞
い
て
も
妖
精
の
仕
業
だ
と

本
気
で
言
い
、
し
ま
い
に
は
、
い
い
魔

術
師
を
紹
介
す
る
と
言
う
の
で
す
」
と

話
す
の
は
、
キ
ヨ
ス
ク
を
運
営
す
る
合

田
真
さ
ん
。
今
や
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
非

電
化
地
域
に
電
子
マ
ネ
ー
経
済
圏
を
広

げ
つ
つ
あ
る
彼
は
「
い
っ
そ
現
金
の
扱

い
を
や
め
よ
う
と
思
っ
た
」
き
っ
か
け

を
話
し
て
く
れ
た
。

　
も
と
も
と
ヤ
ト
ロ
フ
ァ
と
い
う
植
物

を
育
て
て
バ
イ
オ
燃
料
を
つ
く
る
会
社

を
営
む
合
田
さ
ん
が
、
そ
の
か
た
わ
ら

で
キ
ヨ
ス
ク
を
始
め
た
の
は
、
非
電
化

地
域
で
も
電
力
需
要
に
対
応
で
き
る
バ

イ
オ
燃
料
を
広
げ
る
た
め
。
バ
イ
オ
燃

Case1が変わる暮らし イノベーションで

POSアプリケーションを入れただけのシンプルな電子マネーシステム。簡単な
レクチャーを受ければ、キヨスクのスタッフも手軽に使用することができる。

電子マネーで
売り上げを管理！

農村の風景。非電化地域で昔ながらの暮らし
が営まれている。

アフリカ
イノベーションで未来を変える 

特集

日本植物燃料（神奈川県）提案企業

合田さん

現金から電子マネーへ。
お金の管理が楽に！

チェンジ！ 手に持ったICカードに現金をチャー
ジして使用する。安全のためICカー
ドの利用にはピンコードが必要。

NECの電子マネーシステム。タブレットとICカー
ドをタッチしてデータを読み込む機械、ICカード
の三つで運用する。

マプト
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国名：スーダン共和国
首都：ハルツーム
1983年から20年以上続いた内戦により
経済が疲弊し、2011年の南スーダン独
立により石油収入の減少など大きな打
撃を受けた。国民への医療サービスが
十分とはいえず、特に地方の農村部は
慢性的な医師不足で、設備の整った病
院も少ない。

Th

e Republic of the Sudan

スーダン

. '

す
妊
産
婦
が
安
全
に
出
産
で
き
る
よ
う

に
な
る
こ
と
。
も
と
も
と
触
診
や
ト
ラ

ウ
ベ
と
い
う
独
特
の
聴
診
器
で
診
察
し

て
い
た
助
産
師
た
ち
は
、
研
修
で
パ
ソ

コ
ン
モ
ニ
タ
ー
に
映
し
出
さ
れ
る
胎
児

の
様
子
を
目
に
し
て
驚
き
つ
つ
、
ス
キ

ル
習
得
へ
の
意
欲
を
高
め
て
い
っ
た
。

「
妊
産
婦
に
対
し
て
、
エ
コ
ー
画
像
を

見
せ
な
が
ら
胎
児
の
状
態
を
説
明
で
き

る
の
で
説
得
力
が
あ
り
、
妊
婦
も
安
心

し
て
出
産
に
臨
む
姿
が
多
く
見
ら
れ
ま

し
た
」
と
河
村
さ
ん
は
話
す
。

　
事
業
の
期
間
中
に
は
45
人
の
助
産
師

に
よ
っ
て
5
5
7
2
人
も
の
妊
産
婦

の
エ
コ
ー
診
断
が
行
わ
れ
、
そ
の
う
ち

異
状
が
疑
わ
れ
る
症
例
が
1
4
0
8

件
発
見
さ
れ
た
。
と
く
に
自
然
分
娩
に

リ
ス
ク
の
あ
る
妊
産
婦
に
対
し
て
は
、

帝
王
切
開
が
可
能
な
上
級
病
院
へ
行
く

よ
う
促
す
こ
と
も
で
き
た
。

「
助
産
師
た
ち
が
身
に
つ
け
た
エ
コ
ー

技
術
は
、
妊
産
婦
・
新
生
児
の
死
亡
率

の
低
減
に
大
き
く
役
立
ち
そ
う
だ
と

ス
ー
ダ
ン
政
府
が
認
識
し
た
こ
と
も
大

き
な
収
穫
で
し
た
」

　
現
在
は
ま
だ
助
産
師
に
よ
る
エ
コ
ー

診
断
は
法
律
上
認
可
さ
れ
て
い
な
い
が
、

一
時
的
に
許
可
を
得
て
行
っ
た
こ
の
試

験
運
用
の
成
果
を
受
け
て
、
政
府
は
認

可
の
方
向
で
法
整
備
を
始
め
て
い
る
。

超
音
波
エ
コ
ー
の
I
T
化
は

開
か
れ
た
医
療
の
幕
開
け

　
河
村
さ
ん
は
今
、
ス
ー
ダ
ン
で
得
た

経
験
を
生
か
し
て
50
か
国
以
上
で
エ

コ
ー
の
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
さ

ら
な
る
目
標
に
掲
げ
る
の
は
、
ク
ラ
ウ

ド
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
た
無
償
の
「
エ

コ
ー
学
習
支
援
サ
ー
ビ
ス
」
の
開
発
だ
。

「
た
と
え
ば
ア
フ
リ
カ
の
地
方
の
集
落

で
、
経
験
の
浅
い
医
師
が
エ
コ
ー
を

使
っ
て
診
察
を
行
い
、
そ
の
動
画
と
質

問
を
ク
ラ
ウ
ド
に
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
そ

れ
を
見
た
エ
コ
ー
診
断
の
高
い
技
術
を

持
っ
た
医
師
が
遠
隔
で
ア
ド
バ
イ
ス
を

送
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。
そ
ん
な
、

医
療
学
習
の
オ
ー
プ
ン
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
（
参
加
す
る
人
た
ち
が
自
由

に
使
用
で
き
る
イ
ン
フ
ラ
基
盤
）
の
構

築
を
目
指
し
て
い
ま
す
」

　
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
共
有
さ
れ
て

い
る
多
く
の
疾
患
例
か
ら
学
ぶ
こ
と
で
、

へ
き
地
に
勤
務
す
る
医
師
も
能
力
の
向

上
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

今
年
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
普
及
さ
せ
る

た
め
の
事
業
が
始
ま
る
予
定
で
、
こ
ち

ら
も
J
I
C
A
の
協
力
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
。

　
ま
た
、
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
活
用

は
途
上
国
だ
け
で
な
く
、
中
・
先
進
国

の
健
康
管
理
を
気
づ
か
う
世
代
や
、
自

宅
で
介
護
を
行
う
家
庭
に
導
入
す
る
こ

と
も
想
定
し
て
い
る
。
自
分
で
お
腹
に

エ
コ
ー
を
当
て
患
部
の
状
態
を
観
察
で

き
る
よ
う
、
ク
ラ
ウ
ド
上
で
教
育
を
受

け
た
り
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
ア
ク
セ
ス

し
て
自
分
の
動
画
と
疾
患
例
を
比
較
で

き
る
よ
う
に
も
す
る
。
そ
の
利
用
料
で

ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
立
さ
せ
る
考
え
だ
。

「
こ
こ
で
得
た
利
益
を
も
と
に
エ
コ
ー

助
産
師
の
エ
コ
ー
検
診
が

妊
婦
の
命
を
救
う

　
ス
ー
ダ
ン
で
は
、
妊
産
婦
と
新
生
児

の
死
亡
率
が
世
界
平
均
を
大
幅
に
上
回

る
。
医
師
の
数
も
人
口
数
万
人
に
一
人

と
非
常
に
少
な
く
、
医
師
に
よ
る
診
療

だ
け
で
は
〝
対
処
し
き
れ
な
い
〞
の
が

現
状
だ
。
そ
こ
で
、
沖
縄
県
の
「
レ
キ

オ
・
パ
ワ
ー
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
代
表

の
河
村
哲
さ
ん
は
、
誰
も
が
扱
い
や
す

く
シ
ン
プ
ル
な
機
能
の
み
を
持
ち
安
価

な
、
途
上
国
向
け
の
超
音
波
エ
コ
ー
装

置
（
以
下
、
エ
コ
ー
）
の
開
発
に
着
手

し
た
。
エ
コ
ー
と
は
、
妊
産
婦
と
胎
児

の
健
康
状
態
を
超
音
波
と
画
像
を
使
っ

て
調
べ
る
機
器
。
日
本
で
は
当
た
り
前

に
使
わ
れ
て
い
る
が
ス
ー
ダ
ン
に
は
少

な
く
、
妊
娠
時
の
異
状
に
気
づ
き
づ
ら

か
っ
た
。
河
村
さ
ん
は
J
I
C
A
の

企
業
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
て
、

15
年
11
月
か
ら
18
年
5
月
ま
で
エ
コ
ー

の
試
験
運
用
を
行
っ
た
。

　
目
的
は
、
助
産
師
が
エ
コ
ー
の
操
作

を
学
び
、
医
師
が
い
な
い
地
域
に
暮
ら

超音波エコー装置が
保健サービスを変える

妊産婦の安全な出産のために、医師でなくても使える
超音波エコー装置の普及に努める日本の企業がある。

「レキオ・パワー・テクノロジー」は
スーダンでの普及・実証事業の経験を生かして、

新たな医療システム開発に挑戦している。
文⃝松井健太郎

1997年、住友ベークライト入社。エンジニアと
して電気電子部品向け高機能樹脂の開発
に携わる。2005年、ドリームインキュベータに
入社し、経営コンサルタントとして大企業の技
術系事業戦略策定などを手がける。11年、レ
キオ・パワー・テクノロジーを創業。18年、経
済産業省が主催するスタートアップ企業支援
プログラム「J-Startup企業」に選ばれた。

レキオ・パワー・テクノロジー代表
河村 哲（かわむら・てつ）さん

これまで産前健診はトラ
ウベを使うのが一般的
だった。耳で心音を聴い
て診断するため、医療
従事者の経験や勘に頼
るところが大きかった。

スーダンでの普及・実証
事業で使用した超音波エ
コー装置。USB電源のた
めパソコンにつないで使え
る。日本のエコー装置は多
機能で価格も500万円～
と高価だが、途上国向け
にシンプルな機能にまとめ
て20万円代を実現した。

After エコーの操作を学んだことで、多くの助産師が妊産婦や胎児の様子をわか
るようになった。またエコーは産前検診だけでなく、肝臓、すい臓、腎臓など
の病気も見つけやすい。男女を問わずに有効だ。

Before

誰もがエコー検診できる装置で
受診者数と検診精度がアップ

チェンジ！
重量約170g

携帯性にも優れる

超音波画像診断装置を活用した母子保健の
向上に関する普及・実証事業

（2015年11月～2018年5月）

案件名

レキオ・パワー・テクノロジー（沖縄県）提案企業

の
製
造
を
増
や
し
て
開
発
コ
ス
ト
を
下

げ
、
よ
り
安
価
な
製
品
を
途
上
国
に
届

け
た
い
。
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
も
、
ゆ

く
ゆ
く
は
A
I
（
人
工
知
能
）
に
よ

る
教
育
や
状
態
観
察
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
で
し
ょ
う
」
と
河
村
さ
ん
は
力
を

込
め
て
話
す
。
J
I
C
A
の
協
力
を

足
が
か
り
に
、
I
C
T
（
情
報
通
信
技

術
）
を
駆
使
し
た
未
来
の
医
療
に
新
た

な
形
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

が変わる暮らしイノベーションで

研修には45名の助産師
が参加。エコー検診技
術を習得したことで、よ
り確実な検診を行えるよ
うになった。

スーダンにおける河村さんの活動は長く、2012年には無医村地
域に医療機器を搭載したDr.カーを走らせる事業に参加した。この
とき妊産婦検診に超音波エコー装置が必要と気づいたと話す。

Dr.カー（移動型診療所）プロジェクト

パソコンに映し出される
エコー画像。胎児の心臓
の動き、胎盤の位置、羊
水量などをチェック。8割
以上の助産師が診断で
きるようになった。

ハルツーム

アフリカ
イノベーションで未来を変える 

特集

Case2

トラウベ： Altosvic/Shutterstock.com 
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太
陽
光
が
女
性
を

力
仕
事
か
ら
解
放
す
る

　
日
々
使
う
生
活
用
水
や
農
業
用
水
を

井
戸
水
で
ま
か
な
っ
て
い
る
セ
ネ
ガ

ル
・
ル
ー
ガ
州
の
農
村
部
。
生
活
用
水

の
汲
み
上
げ
は
女
性
や
子
ど
も
の
仕
事

と
さ
れ
、
そ
の
力
仕
事
が
大
き
な
負
担

に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
を

知
っ
た
日
本
の
大
手
ポ
ン
プ
メ
ー
カ
ー

「
テ
ラ
ル
」
は
、
自
社
の
製
品
で
労
働

軽
減
に
貢
献
し
よ
う
と
、
J
I
C
A
と

連
携
し
て
2
0
1
7
年
5
月
か
ら
約

1
年
間
か
け
て
調
査
を
進
め
て
き
た
。

　
現
地
を
訪
れ
た
同
社
調
査
団
は
、
給

水
施
設
が
整
っ
て
い
な
い
26
か
所
の
集

落
の
手
汲
み
井
戸
を
調
査
し
、
井
戸
の

深
さ
や
大
き
さ
、
地
下
水
の
湧
き
出
る

量
（
湧
水
量
）、
井
戸
と
集
落
の
距
離

や
高
低
差
、
使
用
目
的
な
ど
を
丹
念
に

調
べ
て
回
っ
た
。
2
回
目
に
訪
れ
た
際

に
は
、
集
落
が
非
電
化
地
域
と
い
う
実

情
に
合
わ
せ
て
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
で
動

く
よ
う
に
改
良
し
た
電
動
ポ
ン
プ
2
機

を
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
用
に
持
ち

込
ん
だ
。
曇
っ
た
日
や
夜
に
備
え
て
、

水
を
溜
め
て
お
く
タ
ン
ク
（
受
水
槽
）

も
設
置
し
た
。

「
太
陽
光
発
電
で
ポ
ン
プ
を
動
か
し
井

戸
か
ら
水
を
汲
み
上
げ
ま
す
。
そ
れ
が

タ
ン
ク
の
蛇
口
か
ら
出
て
き
た
と
き
の

集
落
の
人
の
驚
い
た
顔
が
忘
れ
ら
れ
ま

せ
ん
。
蛇
口
を
初
め
て
見
る
子
も
い
て

『
す
ご
い
』
と
。
み
な
さ
ん
が
喜
び
の

舞
い
を
踊
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
う
れ
し

向
上
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

ビ
ジ
ネ
ス
の
事
業
化
に
向
け
た
普
及
・

実
証
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
た
。

　
女
性
や
子
ど
も
の
水
汲
み
労
働
軽
減

の
観
点
で
は
、
今
後
、
汲
み
上
げ
た
生

活
用
水
の
運
搬
方
法
の
改
良
に
も
取
り

組
む
。
井
戸
と
炊
事
場
と
の
距
離
や
高

低
差
、
複
数
の
集
落
で
一
つ
の
井
戸
を

共
用
し
て
い
る
場
合
は
ど
う
す
る
か
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
パ
タ
ー
ン
を
想
定
し
、

ポ
ン
プ
を
含
め
た
給
水
シ
ス
テ
ム
（
ポ

ン
プ
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
、
受
水
槽
）
を

ど
の
場
所
に
も
手
軽
に
設
置
で
き
る
よ

う
一
つ
の
ユ
ニ
ッ
ト
と
し
て
製
作
す
る

準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

「
基
本
的
に
は
ポ
ン
プ
で
汲
み
上
げ
て

炊
事
場
近
く
の
タ
ン
ク
に
送
水
す
る
の

で
す
が
、
集
落
ま
で
の
高
低
差
が
あ
る

場
合
は
、
溜
め
た
水
を
も
う
1
台
の
ポ

ン
プ
を
使
っ
て
高
い
場
所
に
運
ぶ
パ

タ
ー
ン
も
考
え
て
い
ま
す
。
ユ
ニ
ッ
ト

の
設
置
場
所
は
わ
れ
わ
れ
の
測
量
結
果

を
も
と
に
決
め
ま
す
が
、
井
戸
か
ら
集

落
ま
で
の
配
管
工
事
は
、
水
道
事
業
を

管
轄
す
る
ル
ー
ガ
州
の
自
治
体
が
担
当

し
ま
す
。
ま
た
万
一
の
ト
ラ
ブ
ル
に
備

え
て
現
地
の
技
術
者
の
訓
練
も
お
手
伝

い
さ
せ
て
い
た
だ
く
つ
も
り
で
す
」

　
活
動
中
は
J
I
C
A
が
周
辺
の
自

治
体
に
も
声
を
か
け
て
稼
働
設
備
を
視

察
し
、
導
入
を
検
討
し
て
も
ら
う
予
定

で
い
る
。
電
動
ポ
ン
プ
に
太
陽
光
パ
ネ

ル
を
組
み
合
わ
せ
た
新
し
い
発
想
が
、

よ
り
多
く
の
集
落
に
豊
か
な
暮
ら
し
を

も
た
ら
そ
う
と
し
て
い
る
。

か
っ
た
で
す
ね
」
と
話
す
の
は
調
査
団

の
皆
米
重
巳
さ
ん
。

　
現
地
の
土
壌
は
砂
の
粒
子
が
細
か
い

こ
と
か
ら
、
事
業
の
途
中
に
は
、
水
と

一
緒
に
砂
を
汲
み
上
げ
な
い
よ
う
な
対

策
も
行
っ
た
。
簡
単
に
設
置
で
き
る
こ

と
や
、
直
流
方
式
の
ポ
ン
プ
は
シ
ス
テ

ム
が
シ
ン
プ
ル
に
な
り
価
格
が
安
く
、

多
機
能
な
制
御
装
置
の
お
か
げ
で
耐
久

性
に
優
れ
て
い
る
こ
と
も
喜
ば
れ
た
。

集
落
を
も
っ
と
豊
か
に

新
し
い
取
り
組
み
が
始
ま
る

　
集
落
で
は
生
活
用
水
の
井
戸
は
手
汲

み
で
も
、
農
業
用
水
の
井
戸
に
は
他
国

製
の
エ
ン
ジ
ン
ポ
ン
プ
を
使
っ
た
こ
と

が
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
購
入
後
半
年
も

経
た
ず
に
壊
れ
た
り
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

費
や
ガ
ソ
リ
ン
代
が
高
く
つ
く
こ
と
か

ら
放
置
し
て
い
た
と
い
う
。
一
方
で「
テ

ラ
ル
」
の
ポ
ン
プ
は
一
度
設
置
す
れ
ば

稼
働
の
た
め
の
電
気
代
や
燃
料
代
が
か

か
ら
な
い
。
あ
る
集
落
で
は
、
住
民
が

畑
の
散
水
に
も
デ
モ
機
の
ポ
ン
プ
を
活

用
し
、
3
か
月
後
に
は
作
付
面
積
が
約

3
倍
に
広
が
っ
て
い
た
。
今
回
の
調
査

は
生
活
用
水
の
整
備
を
目
的
と
し
て
い

た
が
、
農
業
用
水
と
し
て
の
ニ
ー
ズ
が

あ
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

　
き
ち
ん
と
稼
働
す
る
ポ
ン
プ
が
あ
れ

ば
、
も
っ
と
畑
を
広
げ
ら
れ
る

│
そ

う
確
信
し
た
調
査
団
は
、
調
査
終
了
後

も
新
た
な
活
動
の
必
要
性
を
感
じ
て

J
I
C
A
に
相
談
。
J
I
C
A
に
と
っ

て
も
セ
ネ
ガ
ル
の
小
規
模
農
家
の
所
得

井戸水をバケツ1杯ずつ手で汲み上
げるのには大変な労力を要する。これ
を何度もくり返すため時間も多くとら
れていた。

井戸周辺で野菜を育てる畑にまくための水をソーラーポンプシステムで汲み上げた。ポンプを
設置する前後で、作付面積が3倍ほどに増えた。

水汲みの労働は軽減されたが、集落の人は一
日一人あたり20ℓの水を使うため運搬も重労働
だ。これから改善に向けた取り組みが始まる。 太陽光の力で

水汲み労働を軽減
太陽光パネルを使った小型電動ポンプシステムを用いて、
井戸から自動で水を汲み上げる。
女性や子どもの仕事とされる水汲み労働の軽減のみならず
農家の生産性の向上もかなえしようとしている。

Case3

文⃝松井健太郎

太陽光パネルで発電した電気によって、手汲み井戸から
電動ポンプで水を汲み上げる。水汲みの負担が減った女
性は、農作業に時間を費やせるようになった。

電気と水道設備のない村で
蛇口から水が出る！

チェンジ！
1918年創業のポンプ、送風機に特化
した国内の大手メーカー。ソーラーポ
ンプシステムをはじめとする家庭用ポン
プを、アフリカを中心とする開発途上
国で展開しようと努めている。セネガル
では皆米さんを含む3人のスタッフが
現地に入って活動を行っている。

テラル 環境システム部
皆米重巳（みなごめ・しげみ）さん

「テラル」社製の電動ポンプ。太陽光
パネルで動くようにアレンジした。地域
の日照時間も考慮したポンプの給水
量は1日に3,000ℓ強。約150人分の生
活用水をまかなえる（ひとつの集落の
人数は約15～100人）。

直流駆動ポンプを活用したソーラーポンプシステムによる
小規模地方給水施設整備事業案件化調査（2017年5月～2018年4月）案件名

1杯約20ℓ！

After

Before

が変わる暮らしイノベーションで

国名：セネガル共和国
首都：ダカール
誰もが等しく水の供給を得られる社会を
目指すセネガルでは、人口密度の低い農
村地域での効率的な給水が政策課題と
なっている。また、灌漑設備を備えた農場
の割合も全体の1.3％にとどまっており、
農村部の生活向上のためにもインフラ整
備の充実が求められている。JICAは経済
発展のための基盤整備や第1次産業の
振興などの協力を行っている。

Republic of Senegal

セネガル

. '

テラル（広島県）提案企業

受水槽

井戸

太陽光パネル

電動ポンプ

アフリカ
イノベーションで未来を変える 

特集

ダカール
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科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

分
野
の
拠
点

　
ア
フ
リ
カ
の
人
材
育
成
は
ア
フ
リ
カ

で

│
そ
う
し
た
考
え
方
の
下
、
ア
フ
リ

カ
連
合
委
員
会
（
A
U
C
）
は
汎
ア
フ
リ

カ
大
学
（Pan A

frican U
niversity

：

P
A
U
）
構
想
を
2
0
0
8
年
に
立

ち
上
げ
た
。
こ
れ
は
ア
フ
リ
カ
を
五
つ

の
地
域
に
分
け
、
地
域
ご
と
に
対
象
分

野
、
ホ
ス
ト
国
、
ホ
ス
ト
大
学
、
支
援

パ
ー
ト
ナ
ー
国
を
決
め
、
ア
フ
リ
カ
全

体
で
大
学
で
の
研
究
レ
ベ
ル
を
底
上
げ

し
、
優
秀
な
人
材
を
育
て
て
い
こ
う
と

い
う
取
り
組
み
だ
。

　
2
0
1
2
年
、
ケ
ニ
ア
の
国
立

ジ
ョ
モ
ケ
ニ
ヤ
ッ
タ
農
工
大
学

（
J
K
U
A
T
）
に
は
P
A
U
の
東
部

拠
点
と
し
て
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
（
S
T
I
）
分
野
に
特
化
し
た

大
学
院
大
学
で
あ
る
P
A
U
S
T
I

が
置
か
れ
た
。
P
A
U
S
T
I
に
は

支
援
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
日
本
が
協
力

し
て
い
る
。「
理
学
、
工
学
、
農
学
部

を
中
心
に
、
日
本
の
専
門
家
が
常
駐
し

大
学
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
各
学

部
の
主
要
メ
ン
バ
ー
で
チ
ー
ム
を
組
み
、

S
T
I
人
材
の
育
成
が
で
き
る
体
制

を
整
え
て
き
ま
し
た
」
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
担
当
す
る
J
I
C
A
人
間
開
発

部
の
十
田
麻
衣
さ
ん
は
言
う
。

　
ア
フ
リ
カ
40
か
国
か
ら
の
べ
5
0
0

人
近
い
留
学
生
が
集
ま
っ
て
い
る

P
A
U
S
T
I
で
人
気
の
高
い
の
が
、

ロ
ボ
ッ
ト
系
や
農
業
系
の
研
究
。
畑
で

使
う
種
ま
き
ロ
ボ
ッ
ト
を
研
究
す
る
学

生
や
節
水
型
の
ト
マ
ト
栽
培
を
農
家
に

広
め
た
い
と
意
欲
を
見
せ
る
学
生
が
い

る
。「
P
A
U
S
T
I
で
他
国
の
学
生

と
知
り
合
い
、
将
来
的
に
は
国
を
超
え

た
横
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
て
ほ
し
い

で
す
ね
」と
十
田
さ
ん
は
期
待
を
寄
せ
る
。

日
本
型
の
教
育
を

取
り
入
れ
た
大
学

　
も
う
ひ
と
つ
、
S
T
I
分
野
で
日
本

が
協
力
し
て
い
る
大
学
が
、
2
0
1
0

年
に
新
設
さ
れ
た
エ
ジ
プ
ト
日
本
科
学

技
術
大
学
（
E-

J
U
S
T
）
だ
。

　
エ
シ
プ
ト
に
は
カ
イ
ロ
大
学
と
い
う

学
生
数
約
26
万
人
、
教
員
数
約
1
万
人

と
い
う
マ
ン
モ
ス
大
学
が
あ
る
。
あ
ま

り
に
も
巨
大
で
、
教
員
ひ
と
り
に
対
す

る
学
生
数
は
30
人
強
。
そ
の
た
め
授
業

は
座
学
が
中
心
で
、
教
員
の
研
究
時
間

も
と
れ
な
い
。
そ
こ
で
少
人
数
で
教
員

が
き
め
細
か
く
対
応
し
、
講
義
と
演
習
、

実
験
が
つ
な
が
る
日
本
型
の
工
学
教
育

を
取
り
入
れ
た
い
と
い
う
エ
ジ
プ
ト
側

か
ら
の
強
い
要
請
で
E-

J
U
S
T
が

設
立
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
工
学
修
士
94
人
、
工
学

博
士
1
3
2
人
を
送
り
出
し
、
教
員
ひ

と
り
当
た
り
の
論
文
の
数
が
エ
ジ
プ
ト

第
1
位
に
な
る
な
ど
急
速
に
研
究
水
準

を
高
め
て
い
る
。
日
本
の
複
数
の
大
学

が
国
内
支
援
大
学
と
な
り
、
教
員
や
学

生
の
交
流
が
行
わ
れ
て
い
る
。
2
年
前

に
は
大
学
院
に
続
き
学
部
も
創
設
さ
れ
、

留
学
生
の
受
け
入
れ
も
増
え
て
い
る
。

「
E-

J
U
S
T
へ
の
留
学
生
に
は
周
辺

国
の
大
学
の
教
員
た
ち
も
い
ま
す
。
自

分
の
研
究
を
深
め
、
よ
り
よ
い
研
究
を

自
国
で
も
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
意

欲
的
に
学
ん
で
い
ま
す
。
E-

J
U
S
T

を
支
援
す
る
日
本
の
大
学
へ
の
短
期
留

学
や
共
同
研
究
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
て
、

大
学
教
育
で
の
日
本
と
ア
フ
リ
カ
の
結

び
つ
き
は
ま
す
ま
す
強
く
な
っ
て
い
ま

す
」
と
十
田
さ
ん
。

　
こ
う
し
た
大
学
で
学
ん
だ
人
材
が
ア

フ
リ
カ
中
へ
と
広
が
り
、
各
地
で
地
に

足
の
つ
い
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
湧
き

起
こ
る

│
そ
ん
な
未
来
が
見
え
る
よ

う
だ
。

科学技術の未来が
ここから始まる
新しい技術やアイデアを生む人材を育てるために、

教育や研究は不可欠だ。アフリカ全土から優秀な学生を集め、
科学技術に特化した教育を行う二つの大学を紹介する。

グループワークでコンピューター制御による自走装置の組み立てを行う。
こうした実習はとても人気がある。

医療分野での研究も行っている。ここは実
験小動物の解剖実習を行っている研究室。

節水型のトマト栽培を
実験するために苗を育
てている。

E-JUSTの修了式。ここからア
フリカ各国へ知識や技術が
広がっていく。

研究のための機材はJICAから提供されたものも多い。

大学の入口には、アラビア語、日本
語、英語で校名が掲げられている。

専門分野は分子生物学とバイオテクノロジーで、
とくに微生物と植物の相互作用を研究していま
す。PAUSTIにはアフリカの最高の頭脳が揃い、
各国の研究者が国を超えて共同研究ができるの
が魅力です。博士課程修了後は、元の職場であ
る国立バイオテクノロジー開発庁に戻り、PAUSTI
で学んだ成果を生かしていきます。
 （2018年6月PAUSTI 博士課程修了）

ナイジェリア
ムハンマド・タオヒード・アブドゥルカーンさん

ケニアでは今、食用ではない植物からバイオ
ディーゼル燃料を生産する取り組みが始まっ
ています。それを使った、より環境性能のよ
いエンジンの開発の研究を行っています。
E-JUSTは、アフリカ地域の工学系大学のハブ
であり、日本の大学と連携していて、日本で研
修が受けられるのも魅力でした。
 （2019年1月E-JUST 博士課程修了）

ケニア
メシャック・ハウイ・オチエンさん

アフリカ型イノベーション振興・JKUAT/PAU/
AUネットワークプロジェクト
2014年6月〜2019年6月
ジョモケニヤッタ農工大学（JKUAT） ケニア

案件名

日本の専門家が常駐し
大学をサポート

エジプト日本科学技術大学（E-JUST）プロジェクト
2010年開学案件名

少人数教育で教員が
　　　きめ細かく対応

アフリカ
イノベーションで未来を変える 

特集

を育てる人 大学編

イノベーションを起こす

充実した設備も
魅力的！

この部品はどこに
使うのかしら？
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作業現場を気持ちよく安全に働ける場所にすれば生
産性と品質が向上し、付加価値を作り出す

企業に成長していけます。そのためにい
ちばん適した手法が全員参加で取り組
むカイゼンであることを伝えました。よい

結果を報告するコンサルタントやカイ
ゼンを実施した工程の作業者の笑

顔は、なにものにもかえがたい
です。

専門家  池田克登志（いけだ・かつとし）さん

付加価値を生む
カイゼンへ
アフリカの国々で取り入れられている

日本流の品質・生産性向上の手法「カイゼン」。そのノウハウは、
アフリカの製造業でイノベーションを起こす土台を整えている。

カ
イ
ゼ
ン
で
商
品
開
発
の

過
程
を
学
ぶ

　
エ
チ
オ
ピ
ア
で
は
、
故
メ
レ
ス
・
ゼ

ナ
ウ
ィ
首
相
の
要
請
で
カ
イ
ゼ
ン
の
普

及
・
展
開
が
始
ま
り
、
J
I
C
A
が

協
力
し
て
き
た
。
2
0
1
1
年
に
設

立
さ
れ
た
エ
チ
オ
ピ
ア
カ
イ
ゼ
ン
機
構

（
E
K
I
）
は
、
民
間
企
業
・
公
的
セ

ク
タ
ー
へ
の
普
及
の
中
核
を
担
っ
て
い

る
。「
エ
チ
オ
ピ
ア
は
、
カ
イ
ゼ
ン
の

全
国
展
開
で
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
」

と
、
J
I
C
A
産
業
開
発
・
公
共
政

策
部
の
鈴
木
桃
子
さ
ん
は
言
う
。

　
近
年
は
、
2
0
2
5
年
ま
で
の
中

所
得
国
入
り
を
目
指
し
、
人
材
育
成
、

品
質
・
生
産
性
向
上
お
よ
び
競
争
力
強

化
に
力
を
入
れ
て
い
る
。「
こ
れ
ま
で

の
カ
イ
ゼ
ン
は
5
S
な
ど
の
初
級
レ

ベ
ル
で
、
E
K
I
だ
け
で
も
広
め
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
中
級
レ
ベ
ル
の
カ
イ
ゼ
ン
の
指
導
が

で
き
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
E
K
I

内
で
育
成
し
て
い
ま
す
」
と
鈴
木
さ
ん
。

こ
れ
ま
で
の
研
修
で
50
人
近
い
中
級
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
生
ま
れ
、
企
業
と
一

緒
に
高
度
な
カ
イ
ゼ
ン
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　
こ
う
し
た
企
業
の
ひ
と
つ
で
あ
る
カ

ン
ガ
ル
ー
・
シ
ュ
ー
ズ
は
、
エ
チ
オ
ピ

ア
の
多
く
の
革
靴
メ
ー
カ
ー
と
同
様
、

外
国
メ
ー
カ
ー
の
製
品
を
製
造
・
輸
出

し
た
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
自
社
で
開
発

し
た
製
品
を
輸
出
し
た
経
験
は
な
か
っ

た
。
今
回
は
顧
客
の
ニ
ー
ズ
を
取
り
込

ん
で
製
品
の
品
質
を
決
め
る
手
法

（
Q
F
D
：Q

uality F
unction 

D
eploym

ent

）
を
活
用
し
、
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
や
日
本
人
の
専
門
家
と
と
も

に
製
品
開
発
に
取
り
組
ん
だ
。「
製
造

現
場
の
効
率
化
だ
け
で
な
く
、
こ
う
し

た
新
商
品
開
発
の
取
り
組
み
は
商
品
の

付
加
価
値
向
上
に
つ
な
が
る
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
へ
の
一
歩
だ
と
思
い
ま
す
。
中

級
レ
ベ
ル
の
カ
イ
ゼ
ン
を
指
導
で
き
る

人
材
を
増
や
す
こ
と
で
、
エ
チ
オ
ピ
ア

の
製
造
業
の
全
体
的
な
底
上
げ
に
つ
な

が
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」
と
鈴
木
さ
ん

は
言
う
。

カ
イ
ゼ
ン
で
さ
ら
な
る

成
長
を
目
指
す

　
ま
た
チ
ュ
ニ
ジ
ア
で
も
カ
イ
ゼ
ン
に

よ
る
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
。
エ
チ

オ
ピ
ア
同
様
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
製
造
業

の
多
く
は
欧
州
製
造
業
か
ら
の
発
注
で

商
品
を
製
造
し
て
い
る
が
、
よ
り
付
加

価
値
の
あ
る
商
品
開
発
が
課
題
に
な
っ

て
い
る
。

　
そ
こ
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
ト
ヨ

タ
生
産
シ
ス
テ
ム
（
T
P
S
）、
総
合

品
質
管
理
（
T
Q
M
）、
総
合
生
産
保

全
（
T
P
M
）
を
ベ
ー
ス
と
し
た
カ
イ

ゼ
ン
の
指
導
法
を
学
ぶ
研
修
を
実
施
し
、

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
育
成
を
進
め
て
い

る
。
さ
ら
に
カ
イ
ゼ
ン
の
成
果
を
見
え

る
化
し
、
企
業
の
意
欲
を
引
き
出
す
こ

と
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
電
気
ソ
ケ
ッ
ト
な
ど
の
家
庭
用
電
気

部
品
機
器
を
製
造
し
て
い
る
ソ
メ
フ
社

で
は
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
迎
え
て
人

間
工
学
を
取
り
入
れ
た
工
場
内
の
レ
イ

ア
ウ
ト
の
変
更
や
段
取
り
の
改
善
（
射

出
成
型
機
の
機
種
切
り
替
え
時
間
短

縮
）
な
ど
に
取
り
組
み
、
あ
る
工
程
で

は
生
産
性
を
73
パ
ー
セ
ン
ト
ア
ッ
プ
、

作
業
の
段
取
り
時
間
を
41
パ
ー
セ
ン
ト

削
減
し
て
い
る
。
さ
ら
に
売
り
上
げ
の

1
パ
ー
セ
ン
ト
を
研
究
開
発
に
投
資
し
、

3
D
プ
リ
ン
タ
ー
の
導
入
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
家
庭
内
の
家
電
を
動
か
す

こ
と
が
で
き
る
製
品
の
開
発
が
始
ま
っ

て
い
る
そ
う
だ
。

「
既
存
の
事
業
の
効
率
化
と
生
産
性
向

上
を
図
り
、
そ
こ
で
得
た
売
り
上
げ
を

研
究
開
発
な
ど
の
投
資
に
回
す
こ
と
は

企
業
の
成
長
に
と
っ
て
不
可
欠
な
こ
と

で
す
。
よ
り
多
く
の
企
業
に
カ
イ
ゼ
ン

を
通
じ
て
成
長
し
て
も
ら
い
た
い
」
と

鈴
木
さ
ん
は
期
待
を
込
め
て
い
る
。

日本の高度成長期に、おもに製造
業で品質や生産性を上げるために
培われた理念や手法のこと。アフリ
カの国々が、工場での作業工程に
５S（整理、整頓、清掃、清潔、しつ
け）などのカイゼンを取り入れ、作業
効率を大幅に改善している。さらに、
ISO9001や企業が直面する課題解
決のための経営戦略やマーケティン
グ技術を取得する中級カイゼンに取
り組む国も出てきている。

カイゼンとは？

今回のQFDは、製品戦略の領域に属する高
度なものでした。EKIの研修生は予想以上の
熱心さでテーマに取り組み、すぐれた結果を
出しました。7か月という短期間でこのテーマ
に挑戦する強い意志と実行力を持てたこと
は、優れたコンサルタントに最も求められる要
素です。その資質の高さを再認識し、将来性
に大きな期待を持てました。

専門家  西田岱輔（にしだ・たいすけ）さん

QFDの理論は大学院で学んだだけなので、本当に取り組めるのか
とまどいもありました。しかし、国内のニーズを知るためにマーケット
調査を行い、それに基づいた商品開発を企業に提案し、実行する
ことの大切さを西田さんから教わりました。理論だけでは何事も生
み出せないこと、強い意志と行動力を持つことがコンサルタントに
とって大切であることを学ぶことができました。

EKIコンサルタント
サラマウィット・デスタさん

作業がしやすく
なっています

この手順だと
組み立てやすいわ

品質・生産性向上、競争力強化のための
カイゼン実施促進能力向上プロジェクト
2015年6月〜2020年6月（エチオピア）

案件名

品質／生産性向上プロジェクト（フェーズ2）
2016年1月〜2019年12月（チュニジア）案件名

現場でのカイゼン指導では、データに基づいたシンプルな解決策を追求
し、自分が学んできたカイゼンの理論や知識を深めることができました。
わかりやすく、短時間で明確な結果を出せる池田さんの近くで学べたこと
は、とてもよい経験になりました。カイゼンに終わりはないので、今後、い
ろいろな企業で実績を積み、実力を向上させていきたいです。

コンサルタント
ハテム・アモールさん

効率化だけでなく
付加価値向上につなげる

カイゼンに取り組む
意欲を引き出す

コンサルタントとソメフ社のカイゼンメンバーが一
緒に、カイゼンの手法を取り入れたソケット組み
立ての試作工程をつくり検討した。

を育てる人 企業編

イノベーションを起こす

作業のスペースは整理整頓され、
作業効率の向上が定着している。

アフリカ
イノベーションで未来を変える 

特集
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が
あ
り
、
大
学
院
に
所
属
し
な
が
ら
協

力
隊
員
と
し
て
活
動
で
き
る
こ
と
を
知

り
、「
こ
れ
は
応
募
す
る
し
か
な
い
！
」

と
運
命
を
感
じ
ま
し
た
。

　
念
願
か
な
っ
て
派
遣
さ
れ
た
ラ
オ
ス

で
の
活
動
地
は
街
全
体
が
世
界
遺
産
の

古
都
ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
。
中
心
地
は
外

国
人
観
光
客
が
多
く
に
ぎ
や
か
で
す
が
、

車
で
10
分
も
行
け
ば
、
雄
大
な
メ
コ
ン

川
が
流
れ
、
緑
豊
か
な
山
々
に
囲
ま
れ

た
い
つ
も
通
り
の
ラ
オ
ス
で
す
。
私
の

職
場
は
、
そ
こ
に
あ
る
ル
ア
ン
パ
バ
ー

ン
教
員
養
成
校
で
、
同
僚
と
と
も
に
エ

コ
ヘ
ル
ス
教
育
の
授
業
づ
く
り
と
実
践

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
エ
コ
ヘ
ル
ス
教
育
と
は
健
康
教
育
と

環
境
教
育
を
合
わ
せ
た
教
科
で
、「
人
間

の
健
康
」「
生
態
系
」「
人
間
の
生
活
・
行

動
」「
社
会
経
済
発
展
」
の
相
互
関
係
を

知
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

た
国
づ
く
り
や
社
会
づ
く
り
を
教
え
ま

す
。
2
0
1
9
年
9
月
か
ら
教
員
養
成

校
の
正
式
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
な
る
予
定

で
す
が
、
養
成
校
に
は
指
導
で
き
る
教

員
が
一
人
し
か
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
こ

の
教
科
を
担
当
予
定
の
教
員
全
員
が
参

加
す
る
研
究
会
を
行
い
、
効
果
的
な
質

問
や
内
容
理
解
の
た
め
の
ア
イ
デ
ア
を

考
え
て
授
業
を
組
み
立
て
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ラ
オ
ス
人
同
士
で
意
見
交
換
が

で
き
る
よ
う
に
、
ほ
か
の
教
員
養
成
校

と
の
合
同
研
修
会
も
定
期
的
に
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
当
初
は
エ
コ
ヘ
ル
ス
教
育
に
つ
い
て

　
私
が
ラ
オ
ス
と
出
合
っ
た
の
は
、
養

護
教
諭
の
養
成
課
程
で
学
ん
で
い
た
大

学
時
代
に
参
加
し
た
大
学
の
教
員
主
催

の
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
で
し
た
。
ラ
オ
ス

人
の
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
小
学
校
で
の

健
康
診
断
や
健
康
教
育
に
関
わ
る
う
ち

に
、
ゆ
っ
た
り
と
時
間
が
流
れ
る
居
心

地
の
よ
い
こ
の
国
で
、
ラ
オ
ス
の
人
た

ち
と
一
緒
に
働
き
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
大
学
卒
業
後
の
進
路
を

考
え
て
い
た
と
き
に
、
東
京
学
芸
大
学

に
は
J
I
C
A
と
の
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム

ゆったりと流れる時間に、
訪れた人の多くが魅了されるラオスで、
エコヘルス教育の普及に取り組む
協力隊員がいます。

「ラオスにいったい何があるというんですか？」
　これは村上春樹さんの紀行エッセイのタイトル。私がこの質問を受
けたとすれば、迷わずに「布！」と答えるだろう。
　ラオスには49の民族が暮らす。細かく分けるともっと多いともいわれ
ている。それぞれが独特の文化を持つが、最も特徴が出るのがファッ
ションだと思う。同じラオスという国で生きているのに、こんなにも違う
のか！？　と驚く。
　民族衣装もとても魅力的なのだが、私はラオスの布にハマっている。
民族（地域）ごとに模様や色合いに特徴がある。素材はラオシルクも
あればラオコットンもある。そしてなにより手織りで生み出される布は、
すべてが一点もの。休暇のときにラオスのいろいろな街を訪れ、その
地域、そこにいる民族がつくり出す布に出合ってしまったら、一目惚れ
して買ってしまうのである。
　任地に戻り、買った布でさっそくシン（ラオスの巻きスカート）を作る。
職場に着ていくと、すぐさま女性の同僚たちから「きれい！ この布はどこ
で買ったの？」と聞かれる。「ありがとう、いいでしょう」と自慢しながら、
女の子たちの話題は世界共通、“おしゃれ”なんだなあと笑ってしまう。
 （鈴木春花）

の
認
識
が
低
く
、
教
科
書
も
な
い
状
況

で
し
た
が
、
研
修
会
を
開
き
、
18
年
に

は
教
科
書
も
で
き
あ
が
り
、
少
し
ず
つ

私
の
や
る
べ
き
こ
と
が
見
え
て
き
ま
し

た
。
今
で
は
、
私
が
授
業
研
究
会
に
出

席
で
き
な
い
と
き
は
「
動
画
で
記
録
し

て
お
く
か
ら
、
春
花
が
帰
っ
て
き
た
ら

一
緒
に
見
て
意
見
交
換
を
し
よ
う
」
と

言
っ
て
く
れ
る
ま
で
に
な
り
、「
も
っ

と
授
業
を
良
く
し
た
い
！
」
と
い
う
同

僚
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
エ
コ
ヘ
ル
ス
の
考
え
方
に
よ
る
、
目

先
の
利
益
だ
け
に
と
ら
わ
れ
な
い
社
会

づ
く
り
が
教
員
養
成
校
か
ら
始
ま
り
、

将
来
ラ
オ
ス
を
つ
く
る
子
ど
も
た
ち
ま

で
届
い
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

JICA海外協力隊
がゆく

教員養成校で行ったエコヘルスの授業の様子。
グループワークで出た意見をクラスメイトに発表する生徒。

上：エコヘルス教育の教科書ができ、贈呈の
セレモニーを行った。右：教科書は日本の大
学の先生、ラオスの教授陣が中心になって
執筆した。

他の教員養成校と、エコヘルス教育の合同研修会も開催。

+one information

ラオスの布に一目惚れ

ここが
ポイントです！

やっと教科書が
完成しました

もっと

わかりやすいほうが

いいね

イラスト⃝さかがわ成美

JICAラオス事務所
中原二郎さん

Vol.  3

経済発展が進むラオスで、エコヘルス
の考え方はこれから必要になってきま
す。教員を目指す学生たちにその概
念を教えることができるようにしている
のが、鈴木さんの活動です。ラオスで
活動できてよかったと思えるよう、残り
の任期を大切に過ごしてください。

企
画
調

整員
（ボ
ランテ

ィア事業）*から ひとこと

＊隊員の活動全般を支援する「ボランティア事業支援のプロ」。
相手国の要望を調査し要請開拓を行うなど、隊員活動全体の運営を行う。

エコヘルス教育で
ラオスの国づくりに
協力しています

ラオス

鈴木春花
すずき・はるか
25歳
出身地：埼玉県
職種：公衆衛生

ラオスin
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グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
を

育
成
す
る
た
め
に

　
県
内
で
唯
一
国
際
科
が
あ
る
竹
園
高

校
は
、
国
際
社
会
に
対
す
る
生
徒
の
関

心
が
高
く
、
大
学
や
研
究
機
関
、
企
業

が
多
い
研
究
学
園
都
市
な
ら
で
は
の
環

境
を
生
か
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実
践

し
て
き
た
。
な
か
で
も
第
1
学
年
の
総

合
的
な
学
習
の
時
間
を
「
探
Q
基
礎
」

と
名
づ
け
、
世
界
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
へ
の
関
心
を
高
め
る
た
め
に
、
地

域
と
連
携
し
て
国
際
理
解
教
育
を
実

施
。
課
題
を
発
見
し
て
解
決
す
る
力
を

養
っ
て
い
る
。

　
2
0
1
8
年
は
、
同
校
教
諭
で
企
画

開
発
研
究
部
長
を
務
め
る
奈
良
由
紀
子

さ
ん
が
中
心
と
な
り
、「
S
D
G
s
に

対
す
る
理
解
を
深
め
よ
う
!
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
授
業
を
行
っ
て
き
た
。「
国

際
科
の
あ
る
高
校
と
し
て
、
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
の
育
成
は
教
育
の
柱
で
す
。
世

界
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
持
続
可
能
性

と
い
う
視
点
で
見
つ
め
直
す
こ
と
が
、

今
、
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

こ
で
、
生
徒
全
員
が
S
D
G
s
の
ゴ
ー

ル
に
向
け
て
行
動
す
る
き
っ
か
け
を
つ

か
む
、
そ
ん
な
授
業
を
行
い
た
い
と
思

い
ま
し
た
」
と
奈
良
さ
ん
は
言
う
。

　
同
年
夏
、
以
前
か
ら
関
心
を
持
っ
て

い
た
J
I
C
A
教
師
海
外
研
修
に
参
加

し
た
こ
と
も
刺
激
に
な
っ
た
。「
研
修

先
の
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
は
、
多
様
な
分
野

の
国
際
協
力
事
業
が
S
D
G
s
ゴ
ー

視
点
か
ら
見
た
つ
く
ば
市
の
政
策
と
つ

く
ば
市
が
目
指
す
ゴ
ー
ル
に
つ
い
て
、

講
義
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
学
ん
だ
。

　
6
時
間
目
を
担
当
し
た
つ
く
ば
市
の

担
当
者
は
、
こ
う
し
た
授
業
に
期
待
を

寄
せ
て
い
る
。「
つ
く
ば
市
は
18
年
に

『
S
D
G
s
未
来
都
市
』
に
選
定
さ
れ
、

市
を
あ
げ
て
S
D
G
s
に
先
進
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
を
高
校
生

が
知
り
、
地
元
で
あ
る
つ
く
ば
市
を
誇

り
に
思
っ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
し
て
、

S
D
G
s
の
ゴ
ー
ル
を
達
成
す
る
こ

と
が
ど
う
持
続
可
能
な
社
会
に
つ
な
が

り
、
自
分
た
ち
の
行
動
が
ど
ん
な
影
響

を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
に
目
を

向
け
る
き
っ
か
け
に
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
」。

　
学
習
の
成
果
は
2
月
の
「
探
Q
発

表
会
」
で
発
表
さ
れ
る
が
、
学
び
は
そ

れ
で
終
わ
り
で
は
な
い
と
奈
良
さ
ん
は

言
う
。「
国
際
科
で
は
課
題
研
究
と
し

て
引
き
続
き
学
び
ま
す
し
、
2
年
生
で

行
く
沖
縄
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
で
も
、

S
D
G
s
を
絡
め
て
学
び
を
深
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
持
続
可
能
な
社

会
を
考
え
る
視
点
は
、
生
徒
た
ち
が
社

会
に
出
た
と
き
に
も
必
要
に
な
る
も

の
。
今
は
そ
の
種
を
ま
い
て
い
る
と
考

え
て
い
ま
す
し
、
本
校
の
特
色
あ
る
教

育
プ
ラ
ン
の
ひ
と
つ
に
し
て
い
き
た
い

で
す
」。

　
こ
う
し
た
授
業
が
当
た
り
前
に
な
る

こ
と
で
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
が

一
歩
近
づ
く
は
ず
だ
。

ル
を
念
頭
に
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う
海
外
の
具
体

的
な
例
を
学
ぶ
と
同
時
に
、
日
本
や
自

分
た
ち
が
暮
ら
す
地
域
に
つ
い
て
知
る

こ
と
も
必
要
で
す
。
そ
こ
で
地
域
と
連

携
し
て
、
つ
く
ば
の
歴
史
や
文
化
、
自

然
、
社
会
を
S
D
G
s
の
視
点
で
と

ら
え
る
授
業
を
実
施
し
た
い
と
思
い
ま

し
た
」。

　
つ
く
ば
市
の
行
政
や
諸
団
体
な
ど
学

外
に
声
を
か
け
る
と
と
も
に
、
同
校
国

際
科
長
の
木
村
功
さ
ん
と
と
も
に
授
業

の
態
勢
や
内
容
を
固
め
て
い
っ
た
。
授

業
を
担
当
す
る
教
諭
た
ち
で
「
探
Q

基
礎
班
」
を
組
み
、
誰
で
も
同
じ
レ
ベ

ル
の
授
業
が
で
き
る
よ
う
、教
材
研
究
・

学
習
指
導
案
作
成
な
ど
の
準
備
を
重
ね

た
。「
生
徒
だ
け
で
な
く
、
私
た
ち
教

員
も
S
D
G
s
に
つ
い
て
は
ま
だ
ま

だ
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
も
多
い
の

で
、
一
緒
に
学
ぶ
つ
も
り
で
取
り
組
ん

で
い
ま
す
」
と
奈
良
さ
ん
は
言
う
。

地
域
と
連
携
し
た

多
様
な
授
業

　
こ
う
し
て
第
1
学
年
全
員
を
対
象
に

し
、
地
域
と
連
携
し
た
「
探
Q
基
礎
」

の
学
習
が
始
ま
っ
た
。
1
・
2
時
間
目

は
異
文
化
理
解
と
多
文
化
共
生
、
さ
ら

に
S
D
G
s
と
世
界
の
現
状
に
つ
い

て
、
続
く
3
・
4
時
間
目
は
、
つ
く
ば

市
の
自
然
や
文
化
と
、
地
球
温
暖
化
が

も
た
ら
す
影
響
に
つ
い
て
、
そ
し
て
最

後
の
5
・
6
時
間
目
は
S
D
G
s
の

SDGsって何？
あらゆる国が目指す目標

１・２時間目

つくば市とSDGs①
自然・歴史・文化から

3・4時間目

つくば市とSDGs②
行政から

5・6時間目

高校生の未来に種をまく
SDGs×つくば市

持続可能な開発目標（SDGs）に関わる教育を実践している先生を紹介する連載。
今回は、研究学園都市として多くの大学や研究機関などがあるつくば市（茨城県）ならではの環境を生かし、

地域と世界をより多様にとらえる学習を行っている茨城県立竹園高校を取材しました。

世界につながる教室②

上：筑波山域の豊かさを伝え
たうえで、地球温暖化の影響
やSDGsについて考える講義と
なった。左：講義で使用したス
ライド。

上：本日の先生はJICAの柳詰さん。左：タンザニアの課
題ってなんだろう？　という奈良さんの問いには、正解が用
意されていない。下：グループになり、タンザニアと日本の
SDGsの達成状況を考える生徒たち。

　ロールプレイで異文化の人 と々の共生を体感。さらに合意形成やコミュニケー
ション能力を養う方法を学んだ。JICAの出前講座ではJICA筑波センターの柳詰ゆ
う紀さんがSDGsの概要を講義。その後、タンザニアと日本のSDGs達成状況を比
べ、SDGsは途上国だけの問題ではないことを学んだ。

　3時間目では筑波山域の自然や歴史、文化を講義。4時間目は
筑波山地域ジオパーク推進協議会の髙田正澄さんが、地学的
に価値のある筑波山域の地形と地質、さらにそれが育んできた豊
かな生態系や文化、歴史を紹介。それらを生かし続けるためには、
SDGsに17の目標があるように環境問題、生活の安全性、産業発
展など多様な観点が必要だと語った。

　つくば市とのクロスカリキュラム授業のテーマは「『SDGs未来都市
つくば』のまちづくり」。つくば市役所政策イノベーション部企画経営
課の山本聖也さんらを招き、「10年後、つくば市で当たり前になって
ほしいこと」「そのために今、自分にできること」を考えるワークショップ
を実施した。生徒からは、「大人も予防接種を徹底すれば健康の目
標に近づく」「シャッター通りになっている商店街を、自分たちの世代
が活性化し住み続けられる街にしたい」などの意見が出された。「こ
の短時間にいろいろな意見が出て素晴らしかった」と山本さん。

つくば市やNPO、JICAだ
けでなく、筑波大学や企
業などとも連携して、これ
からもSDGs学習を深め
ていきます。

奈良由紀子（なら・ゆきこ）さん
茨城県立竹園高校
企画開発研究部長・教諭

上：生徒たちから意見を聞く
山本さん（右端）。左：自分た
ちの実感からつくば市の未来
像を考え、話し合った。授業の
最後に話し合いの内容を発表
し、みんなでシェアする。
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星空の下の世界最高峰エベレスト（中央左）や第4位のローツェ（中央）をはじめとする
ヒマラヤ山脈と、水力発電所の完成で煌 と々明かりが灯る標高3,800mのクムジュン村。

山
岳
民
族
の
生
活

激
変
す
る 28February 2019

Federal Democra tic Republic of Nepal
［ネパール連邦民主共和国］EARTH GALLERY　Vol. 125
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球
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夕日に染まるエベレスト。

石の瓦に土壁でできた昔ながらの家は、
シェルパ族が裕福になるにつれて少なくなってきた。 最近はお城のような立派な家もある。

週に1度開かれる市場に商品を運ぶポーター。

チベット仏教独特の
仮面舞踏祭「マニ・リンドゥ」。

シェルパ族の
伝統的な衣装を

着た男性。

年配の女性はふだんから
シェルパ族の衣装を
着ている。

水汲みに向かう3歳の少女。
乗り物がない地域での生活は

幼い子どもも含め人力が頼りだ。

重いガスボンベも大型ヘリで荷揚げされる時代となり、
輸送にかかる時間が大幅に短縮された。
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山の尾根や頂などには、山の神に捧げる祈禱旗が飾られる。

チベット仏教を篤く信仰するシェルパ族の家々には、
山の神に捧げる祈禱旗が飾られている。

3か月に1度、その旗を新しいものに交換する儀式を行う。

ネパール

左 : エベレスト街道の拠点となっている標高3,440mのナムチェバザールには銀行のATMま
である。中 : ナムチェバザールの商店ではさまざまな酒類も売られている。右 : 標高4,500m
のロッジでクレジットカードが使える。

　
世
界
最
高
峰
の
エ
ベ
レ
ス
ト
を
筆
頭
に
、
ヒ
マ

ラ
ヤ
の
山
々
が
連
な
る
ネ
パ
ー
ル
の
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
、
通
称
〝
エ
ベ
レ
ス
ト
街
道
〞
に
は
、

多
く
の
登
山
客
が
世
界
中
か
ら
訪
れ
る
。
そ
の
壮

大
な
景
色
の
中
に
〝
プ
チ
移
住
〞
を
す
る
と
い
う

夢
を
持
っ
て
い
た
の
だ
が
、
今
回
、
富
士
山
よ
り

も
高
い
標
高
3
8
0
0
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
山
岳
少

数
民
族
の
シ
ェ
ル
パ
族
の
空
き
家
を
借
り
る
こ
と

が
で
き
た
。
ア
ジ
ア
の
山
岳
少
数
民
族
の
多
く
は
、

山
中
で
貧
し
い
生
活
を
し
て
い
る
。
ネ
パ
ー
ル
と

い
う
国
も
ま
た
、
国
土
の
ほ
と
ん
ど
が
山
岳
地
帯

だ
。
し
か
し
シ
ェ
ル
パ
族
の
村
に
住
み
な
が
ら
彼

ら
の
生
活
や
文
化
と
接
す
る
中
で
、
経
済
的
に
貧

し
か
っ
た
山
岳
少
数
民
族
が
時
流
に
乗
っ
て
大
き

く
変
貌
し
て
い
く
姿
を
見
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
シ
ェ
ル
パ
族
が
世
界
的
に
注
目
さ
れ
始
め
た
の

は
、
1
9
5
3
年
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
人
で
イ

ギ
リ
ス
隊
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
エ
ド
モ
ン
ド
・
ヒ

ラ
リ
ー
が
、
シ
ェ
ル
パ
族
の
テ
ン
ジ
ン
・
ノ
ル
ゲ

イ
と
一
緒
に
エ
ベ
レ
ス
ト
に
人
類
初
登
頂
を
果
た

し
た
時
か
ら
だ
。
も
と
も
と
彼
ら
が
居
住
す
る
地

域
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
し
か
育
た
な
い
寒
冷
な
高
地
で
、

長
い
間
家
畜
の
放
牧
や
交
易
に
頼
る
貧
し
い
生
活

を
し
て
き
た
。
だ
が
ヒ
ラ
リ
ー
の
エ
ベ
レ
ス
ト
初

登
頂
後
、
こ
の
地
は
空
前
の
登
山
ブ
ー
ム
に
巻
き

込
ま
れ
て
い
っ
た
。
シ
ェ
ル
パ
族
は
高
地
で
の
生

活
で
高
度
順
化
し
た
強
靭
な
体
力
を
買
わ
れ
、
エ

ベ
レ
ス
ト
街
道
に
や
っ
て
来
る
外
国
人
の
ガ
イ
ド

や
荷
物
運
び
（
ポ
ー
タ
ー
）
と
し
て
雇
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
く
。

　
村
に
住
み
始
め
た
こ
ろ
、
男
性
が
少
な
い
こ
と

い
で
は
な
か
っ
た
。
電
気
も
な
く
、
夜
に
な
れ
ば

真
っ
暗
な
中
で
寝
る
し
か
な
か
っ
た
。
し
か
し

1
9
9
0
年
代
半
ば
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
援
助
で

水
力
発
電
所
が
完
成
す
る
と
、
シ
ェ
ル
パ
族
の
生

活
は
一
変
し
た
。
電
灯
で
夜
が
明
る
く
な
り
、
台

所
に
は
煮
炊
き
用
の
電
熱
器
や
冷
蔵
庫
が
置
か
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は
重
労
働
だ
っ
た

薪
を
集
め
る
作
業
な
ど
が
、
大
幅
に
軽
減
さ
れ
た
。

エ
ベ
レ
ス
ト
街
道
の
拠
点
に
あ
る
標
高
3
4
4
0

メ
ー
ト
ル
の
ナ
ム
チ
ェ
バ
ザ
ー
ル
に
は
、
ネ
オ
ン

が
煌
々
と
点
い
た
バ
ー
も
数
軒
で
き
、
す
っ
か
り

町
並
み
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

　
生
活
が
変
貌
し
つ
つ
あ
る
シ
ェ
ル
パ
族
だ
が
、

一
方
で
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
を
篤
く
信
仰
し
、
毎
日
祈

り
を
捧
げ
る
姿
は
昔
と
変
わ
ら
な
い
。
ゴ
ン
パ
と

呼
ば
れ
る
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
寺
院
か
ら
僧
侶
を
招
き
、

災
い
を
追
い
払
い
、
幸
せ
を
呼
び
込
む
ご
祈
禱
は

い
た
る
と
こ
ろ
で
目
に
し
た
。
高
地
の
厳
し
い
環

境
で
暮
ら
し
、
ガ
イ
ド
と
い
う
危
険
な
仕
事
を
生

業
と
し
て
き
た
シ
ェ
ル
パ
族
は
、
裕
福
に
な
っ
て

も
お
金
で
は
解
決
で
き
な
い
部
分
を
仏
に
す
が
る

こ
と
で
生
き
抜
い
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に

見
え
た
。
激
変
し
て
い
く
生
活
様
式
と
変
わ
ら
な

い
信
仰
心
、
そ
の
両
方
が
同
居
し
て
い
る
の
が
今

の
シ
ェ
ル
パ
族
の
姿
だ
っ
た
。

月
の
乾
季
に
集
中
し
て
お
り
、
こ
の
時
期
、
働
き

盛
り
の
男
性
の
多
く
は
稼
ぎ
時
で
家
を
留
守
に
す

る
。
雨
季
に
入
る
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
植
え
る
農
作

業
が
始
ま
る
が
、
最
近
で
は
こ
の
時
期
に
海
外
に

出
稼
ぎ
に
出
る
人
も
少
な
く
な
い
。
外
国
人
と
接

す
る
機
会
が
ふ
だ
ん
か
ら
多
く
、
国
外
へ
の
出
稼

ぎ
も
難
な
く
こ
な
す
の
で
、
農
業
が
主
体
の
ほ
か

の
ア
ジ
ア
の
山
岳
少
数
民
族
と
は
違
い
、
シ
ェ
ル

パ
族
は
現
金
収
入
を
得
る
術
を
持
っ
て
い
る
。

　
昔
は
ポ
ー
タ
ー
の
代
名
詞
に
も
な
っ
て
い
た

シ
ェ
ル
パ
族
だ
が
、
裕
福
に
な
っ
て
く
る
と
、
き

つ
い
ポ
ー
タ
ー
の
仕
事
を
し
な
く
な
っ
た
。
代
わ

り
に
標
高
の
低
い
と
こ
ろ
に
住
む
ほ
か
の
民
族
が
、

現
金
収
入
を
求
め
て
ポ
ー
タ
ー
を
す
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
。
シ
ェ
ル
パ
族
の
医
療

を
担
っ
て
い
る
ク
ン
デ
病
院
に
は
、
こ
う
し
た
ほ

か
の
民
族
の
ポ
ー
タ
ー
た
ち
が
高
山
病
で
担
ぎ
込

ま
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
そ
う
だ
。

　
裕
福
に
な
っ
て
き
た
シ
ェ
ル
パ
族
は
、
子
ど
も

の
教
育
に
も
熱
心
だ
。
子
ど
も
を
首
都
カ
ト
マ
ン

ズ
や
国
外
の
学
校
で
学
ば
せ
る
家
庭
も
多
く
な
っ

て
き
て
い
る
。
そ
こ
で
学
ん
だ
若
い
世
代
は
、
不

便
な
山
の
生
活
に
戻
ろ
う
と
し
な
い
。
カ
ト
マ
ン

ズ
に
別
宅
を
構
え
、
厳
冬
期
を
暖
か
い
場
所
で
過

ご
す
家
庭
も
増
え
て
い
る
。
実
際
、
私
が
暮
ら
し

て
い
た
村
は
3
割
ほ
ど
が
空
き
家
の
よ
う
だ
っ
た
。

　
私
が
エ
ベ
レ
ス
ト
街
道
を
初
め
て
訪
れ
た
約
30

年
前
は
、
ま
だ
石
の
瓦
や
土
壁
の
昔
な
が
ら
の
家

が
多
く
、
人
々
が
着
て
い
る
服
も
け
っ
し
て
き
れ

堀 

む
あ
ん（
ほ
り・む
あ
ん
）

1
9
6
4
年
静
岡
県
生
ま
れ
。全
国
紙
の
報
道
カ
メ
ラ
マ
ン
を
経
て
フ

リ
ー
に
。30
年
以
上
に
わ
た
っ
て
ア
ジ
ア
各
地
を
取
材
し
、ア
ジ
ア
の
都
市

風
景
や
ネ
パ
ー
ル
の
ヒ
ン
ズ
ー
教
、メ
コ
ン
川
流
域
な
ど
を
テ
ー
マ
に
写
真

展
や
写
真
集
で
発
表
し
て
い
る
。最
近
で
は
、ミ
ャ
ン
マ
ー
で
1
年
半
暮
ら

し
、全
州
を
オ
ー
ト
バ
イ
で
走
破
。帰
国
後
1
年
間
、伊
豆
半
島
の
限
界
集

落
で
暮
ら
し
た
後
、ネ
パ
ー
ル
の
エ
ベ
レ
ス
ト
街
道
に〝
プ
チ
移
住
〞
し
た
。

を
不
思
議
に
感
じ
て
い
た
。
外
国
人
が
訪
れ
る
の

は
、
気
候
の
い
い
10
月
か
ら
11
月
と
3
月
か
ら
5
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答えてくれ

た
人

ア
フ
リ
カ
開
発
会
議

 （
T
I
C
A
D:

テ
ィ
カ
ッ
ド

）

　冷戦終結を迎えた1990年代初め、
アフリカに対する国際社会の関心は薄
れていました。そんな中、アフリカの発展
を世界全体で考えようと日本が主導して
93年に始まったのがアフリカ開発会議
（Tokyo International Conference 

on African Development:TICAD）
です。以後TICAD V（2013年）までは
5年ごとに、TICAD VI（16年）からは
3年ごとに開催されています。
　会議に参加するのは、日本とアフリカ
54か国の首脳や閣僚だけではありませ
ん。国連や世界銀行、国連開発計画
（UNDP）、アフリカ連合委員会（AUC）
が共催者となり、アフリカの開発に協力

　TICADのテーマはアフリカの開発段
階に応じて、人間の安全保障から質の
高い成長、人材育成などと変遷してきま
した。TICAD V以後、石油価格の下落
で打撃を受けるアフリカ経済の脆弱性、
第1次産業に頼る産業構造の弱さ、エボ
ラウイルス病の流行が課題となりました。
　そこで、アフリカで初めて開催された
TICAD VIでは、産業構造を多角化して
経済構造を改革すること、エボラウイル
ス病などに対応できる強靭な保健シス
テムを構築すること、そしてテロなどのな
い安定した社会をつくることの三つの課
題を優先することが議論されました。

　今年、6年ぶりの日本開催となる
TICAD7が、横浜で8月28日から30日
まで行われます。TICAD VIから3年、ア
フリカの潜在力は世界でますます注目さ
れています。ナイジェリアの人口が2億
人を超えたように、アフリカ全体の人口
増加は続き、中間層も育ってきています。
今後は付加価値の高い製品への需要
の高まりが予想され、“最後のフロンティ
ア”として、欧米だけでなく中国や韓国、
インドなどアジア諸国もアフリカへの進

出を始めています。
　そこでTICAD7では、前回の延長線
上に、さらに経済分野での多様でより緊
密な協力が主要テーマになると思われま
す。たとえば少し前までは自転車による
移動がメインだった国でモータリゼーショ
ンが進めば、新車のニーズが増えますし、
道路インフラの整備も急がれます。都市
化の進行で、ごみや上下水道、住宅の
対策も必要になります。農業分野では、
より生産性を上げ、付加価値のある“売

れる”作物へのニーズが生まれています。
　こうした状況に対して、アフリカでは
従来型のODAも必要とされていますが、
民間企業、とくに意思決定が比較的速
い中小企業への期待がより高まってい
ます。TICAD7は日本企業がアフリカの
首脳や閣僚と直接話ができる貴重な場
になりますし、アフリカがビジネス展開の
場としての魅力をアピールする格好の場
にもなるので、ぜひ多くの企業に参加し
てほしいと考えています。

しているEU、フランス、トルコ、アメリカ、
韓国などの国や地域、民間企業、NGO
など、多様な立場の人たちが参加してい
ます。TICAD VIには1万1,000人以
上が集まりました。
　会議で大切にしているのは、アフリカ
のオーナーシップを尊重し、各国の自助
努力に対して支援していくこと。そのため
に、TICADで採択された公約の実施状
況をフォローアップす
るために閣僚会合を
毎 年 行い、TICAD
の実効性をより高め
ています。

今年8月にアフリカ開発会議、
通称TICADが横浜で開催される。
日本が立ち上げたこの会議は、
アフリカの発展にどのような
貢献をしてきたのだろうか？

今月のテーマ

知っておきたい
国際協力⑤

教えて！ 外務省

多様性を増す経済分野での
ニーズにどう応えていくかです。

経済、保健、社会の安定化の三つの分野で
優先的に協力しています。2

アフリカ開発について、
各国の首脳級が集まる国際会議です。1

どんな会議なの？1

日本はどんな貢献を
しているの？2

3

今年開催されるTICAD7で
想定される議題は？3

　その結果は、「ナイロビ宣言」と「ナ
イロビ実施計画」として採択されました。
共同議長を務めた日本の安倍晋三総
理は、16年から18年の3年間で、三つ
の優先分野に対して、約1,000万人の
人材育成と官民総額300億ドル規模の
「アフリカの未来への投資」を行うこと
を発表し、実施しています。
　またTICAD VIと同時に開催された
展示会には、77の日本の企業や団体
が出展。エネルギーや人材育成、疾病
対 策などの分 野で73件の覚 書
（MOU）がアフリカ側と締結され、民間
との連携も進んでいます。

外務省
アフリカ部 アフリカ第一課 課長

荒木 要（あらき・かなめ）さん
1993年、外務省入省。在ブラジル日本国大使館参事官や
国際協力局政策課企画官、横浜市国際局国際政策担当
部長などを経て、2017年5月より現職。19年8月のTICAD7に
向け、アフリカとの関係強化に取り組む。

外務省ODA
広報キャラクター
ODAマン

©DLE

これまでのTICAD
開催年 開催都市 おもな内容

TICAD 1993年 東京 冷戦終結後、国際社会のアフリカに対する関心を呼び戻すきっかけを創出。

TICAD II 1998年 東京 優先政策・行動を明記。オーナーシップとパートナーシップの重要性を強調。

TICAD III 2003年 東京 アジア諸国を含むパートナーシップ拡大に合意。人間の安全保障の概念が注目される。

TICAD IV 2008年 横浜 フォローアップメカニズムを構築。

TICAD V 2013年 横浜 「質の高い成長」と、官民連携による貿易・投資の促進を提唱。

TICAD VI 2016年 ナイロビ
（ケニア）

初のアフリカ開催。質の高いインフラ投資と人材育成など、
アフリカの未来への投資を発表。

　コートジボワールの経済的首都アビ
ジャンは、幹線道路・鉄道・港湾・空港
などの交通網の起点であり、内陸国の
ブルキナファソや、沿岸国のガーナや
トーゴへと続く国際回廊を形成する重要
な拠点です。
　1999年から長年続いた政治的危機
と内戦が2011年に終結し、近年は目
覚ましい復興と経済成長が続いていま
す。それとともに車両の台数も増え、特
に朝夕のピーク時は深刻な交通渋滞が
各所に発生し、交通容量の増強が課題
となっています。
　そこで現在日本が実施しているのが、
市内の商業地に位置する日本・コートジ
ボワール友好交差点の立体交差化の

工事です。この交差点は、東に空港、
西に港、南に工業地帯、北に官公庁、
さらにその先には内陸国まで延びる幹
線道路につながりアビジャンの交通の
要衝となっています。
　17年から本格的に工事を開始し、北
から東、西から東へ向かう2つの高架道
路を建設していて、18年12月には、さ
らに東から西方向の高架道路の建設も
決まりました。これらの工事により渋滞を
緩和し、西アフリカ地域のハブとしての
アビジャンの経済都市機能を高め、コー
トジボワールの経済活動を促進します。
　そのほかにも日本は、アビジャンの別
の主要幹線道路の立体交差化やアビ
ジャン港穀物バースの建設など、広域

西アフリカ「成長の環
わ

」の要衝、アビジャン
在外公館レポート from Côte d’Ivoire

コートジボワール

開発のマスタープランに基づくインフラ
整備や産業振興などを通じて、コートジ
ボワールのみならず周辺地域の持続的
な経済成長に貢献していきます。
 （在コートジボワール日本国大使館）

2018年、東京で開催さ
れたTICAD閣僚会合。

2018年に開催されたTICAD閣僚会合サイドイベントでは、多くの日本企業や団体
がブースを出した。アフリカとのビジネスでのつながりが期待される。

※TICADは、2回目から6回目まではローマ数字、7回目からはアラビア数字で回数を表記しています。

ナイロビ中心部の朝の渋滞
（写真提供 ： JICA）。

日本・コートジボワール友好交差点完成予想図
（写真提供 ： オリエンタルコンサルタンツグローバル）。

アフリカが
求めていることを
知るチャンスだ！

©DLE
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●愛知県開催
日時：2019年2月13日（水）18:30～20:30
会場：青年海外協力協会中部支部
 愛知県名古屋市中村区椿町17-16  丸元ビル804号室

●岐阜県開催
日時：2019年2月22日（金）19:00～21:00
会場：NPO法人G-net
 岐阜県岐阜市吉野町6-2 
 ブラザービル2階

参加費無料。事前申し込み不要。
「協力隊ナビ」は全国各地で開催中。
詳細は青年海外協力協会ウェブサイトへ。

詳細はこちら

「健康経営」とは、企業が経営的視点から従業員の健康管理を行
い、職場の活力や生産性の向上につなげようという取り組みだ。今
回開かれるセミナーは、国際支援としての栄養改善ビジネスの展開
に関心を持つ人に向けたもの。途上国での栄養改善と健康経営を
どのように関連づけて進めればよいかについて考える。専門家や途
上国で事業を行う企業が登壇し、現場の生の声を聞くことができる。

　テーマは「アフリカを知ろう、食べよう、遊びつくそ
う！」。午前の部では、JICA海外協力隊でアフリカに派
遣された経験を持ち、今も仕事で関わり続ける女性た
ちを招いてトークイベントを開催。協力隊時代の貴重
なエピソードや、ここでしか聞けないアフリカの仕事事
情が明らかに。午後の部では、音楽や踊りのパフォー
マンス、エチオピアのコーヒーセレモニーなど、文化に
触れられるコーナーを多数用意し、アフリカを身近に感
じられる内容となっている。

2019
FEBRUARY-

MARCH

 『〈
効
果
的
な
利
他
主
義
〉宣
言
！

慈
善
活
動
へ
の

科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
』

本
の

新
着
情
報

B
O

O
K

　

世
界
を
よ
り
よ
い
場
所
に
す
る
無
数
の
方

法
の
う
ち
、最
善
な
の
は
ど
れ
か
？　

ど
の

問
題
に
今
す
ぐ
取
り
組
み
、ど
の
問
題
を
先

送
り
す
る
べ
き
な
の
か
？　

近
年
世
界
に
広

が
り
つ
つ
あ
る
「
効
果
的
な
利
他
主
義
」
運

動
は
、確
か
な
証
拠
と
論
理
に
よ
っ
て
こ
の

よ
う
な
問
い
に
答
え
よ
う
と
す
る
も
の
。
本

書
は
そ
の
実
践
的
な
入
門
書
だ
。

　

興
味
深
い
の
は「
数
で
決
め
る
」
そ
の
推

論
が
、と
き
に
私
た
ち
の
直
感
を
裏
切
る
こ

と
だ
。
た
と
え
ば
１
匹
の
盲
導
犬
を
寄
付

す
る
の
と
同
じ
金
額
を
、途
上
国
で
失
明

に
瀕
し
た
人
の
治
療
に
使
え
ば
４
０
０
人
以

上
が
救
え
る
、あ
る
い
は
、ア
メ
リ
カ
で
医
師

に
な
っ
た
場
合
に
キ
ャ
リ
ア
を
通
じ
て
救
え

る
命
は
二
人
だ
が
、年
収
の
半
分
を
途
上
国

に
寄
付
す
れ
ば
年
間
数
十
人
の
命
を
救
え

る
、な
ど
。

　

エ
シ
カ
ル
消
費
か
、
寄
付
か
、あ
る
い
は

キ
ャ
リ
ア
と
し
て
慈
善
活
動
を
す
る
べ
き
か

│
興
味
深
い
さ
ま
ざ
ま
な
問
い
か
ら
、影

響
力
の
あ
る
手
段
を
見
極
め
る
思
考
の
枠

組
み
を
示
し
た
本
書
は
、善
い
こ
と
を
し
た
い

と
願
う
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
必
読
の一冊
。

ウ
ィ
リ
ア
ム・マッ
カ
ス
キ
ル 

著
、

千
葉
敏
生 

訳　
み
す
ず
書
房

3
2
4
0
円（
税
込
）

イノベーションってナニ？展
　JICA地球ひろばでは、世
界が直面しているさまざま
な課題を知り、途上国と私
たちとのつながりを体感で
きる。現在開催中の企画
展示のテーマは、私たち一
人ひとりが参加できる「イノ
ベーション」。貧困、教育、
紛争、環境など、世界の問
題解決のために人びとが知
恵を絞り、新旧の技術を組
み合わせて生み出した驚き
のアイデアを紹介している。

1月23日（水）〜5月24日（金）

2月13日（水）

2月16日（土）

　SDGsの理解と実践のために開かれている勉強会「SDGs理解促進シ
リーズ」の第4弾。今回は、SDGsゴール7「エネルギーをみんなに、そし
てクリーンに」を題材に、SDGsのおさらいから、原子力・火力発電の現
状、自然エネルギーによる各種発電の概観まで、電力問題について幅広
く学べる機会となっている。

エネルギー問題を考える！

国際化市民フォーラム in TOKYO
多文化共生社会を築くために

　東京都内の外国人登録者数は約54万
人。東京都の人口全体の約3.9パーセントを
占め、増加・定住化の傾向は今後ますます
進んでいくと考えられている。本イベントは、
在住外国人と日本人がともに手を携え支え
合う、「多文化共生社会」について理解を
深めようというもの。子どもの支援やコミュニ
ケーションのあり方など、4項目の講座から希
望に合ったものを受講できる。

2月19日（火）

3月3日（日）

JICAイベントカレンダー

◦イノベーションってナニ？展
　驚きのアイデアとテクノロジー
会期：2019年1月23日（水）～5月24日（金）
 10:00～20:00（土・日・祝日は18:00閉館）
休館日：第1・第3日曜日
会場：JICA市ヶ谷ビル １階 体験ゾーン　
 東京都新宿区市谷本村町10-5
 
入場無料。

◦SDGs理解促進シリーズNo.4
　エネルギー問題を考える！（電力エネルギー）
日時：2019年2月13日（水）18:00～21:30（17:50開場）
会場：JICA市ヶ谷ビル2階 セミナールーム201AB
 東京都新宿区市谷本村町10-5

高校生以上の一般社会人向け。
参加費無料。要事前申し込み、定員30名。
申し込み、詳細はJICA地球ひろばウェブサイトへ。

JICA地球ひろば（市ヶ谷）

JICA地球ひろば（市ヶ谷）

東京都国際交流委員会

JICA北海道（札幌）

アフリカフェスティバル2019in札幌

健康経営と
栄養改善ビジネスの

展開に向けて

読者
プレゼント

詳細は
p.38へ

イチ
オシ！

●健康経営と栄養改善ビジネスの展開に向けて
日時： 2019年2月19日（火）13:30～16:30（13:10開場）
会場： TKP赤坂駅カンファレンスセンター
 東京都港区赤坂2-14-27
 国際新赤坂ビル東館14F ホール14B

参加費無料、要事前申し込み、定員100名。
定員になり次第締め切り。
申し込み、詳細は栄養改善事業推進プラットフォー
ムウェブサイトへ。

●アフリカフェスティバル2019 in札幌
日時：2019年3月3日（日）10:00～15:00
会場：リフレサッポロ
 北海道札幌市白石区本通16丁目南4-26

参加費無料。プログラムの一部
は事前申し込みが必要、定員
200名。詳細はJICA北海道（札
幌）のウェブサイトへ。

●国際化市民フォーラム in TOKYO
　～多文化共生社会を築くために～
日時：2019年2月16日（土）10:00～16:00
会場：なかのZERO西館 3F
 東京都中野区中野2-9-7

参加費無料。要事前申し込み（2月
12日まで）、講座4項目各50名、先
着順、定員に達し次第締め切り。
申し込み、詳細は東京都国際交流
委員会ウェブサイトへ。

申し込み、
詳細はこちら

申し込み、
詳細はこちら

申し込み、
詳細はこちら

申し込み、
詳細はこちら

協力隊経験者と語ろう
2月13日（水）、22日（金）

青年海外協力協会（名古屋、岐阜）

「協力隊ナビ～協力隊経験者と語ろう～」は、
（公社）青年海外協力協会が毎月全国各地
で開催している交流会。協力隊の経験者と
交流する機会を全国各地で設けることで、青
年海外協力隊事業への理解を深め、応募の
きっかけが生まれることを目的としている。中
部地方では2月中に2回の開催を予定。「そ
もそも青年海外協力隊って？」といった基礎
的なことから、活動内容や途上国の様子、海
外で使える日本のお役立ちグッズについてな
ど、幅広い疑問や相談に答えてくれる。

食品産業センター（東京）
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「
第
7
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会

議（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
７
）」
の
プ
レ
イ

ベ
ン
ト
が「
F
U
K
U
O
K
A

×
A
F
R
I
C
A
＝
Ｉ
Ｎ
Ｎ
Ｏ

Ｖ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
」
と
題
し
て
福
岡

市
で
開
催
さ
れ
た
。こ
れ
は
、Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
と
民
間
が
連
携
し
て
「
福

岡
発
ア
フ
リ
カ
向
け
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
」
を
生
み
出
す
こ
と
を
目

的
と
し
た
２
回
シ
リ
ー
ズ
の
イ
ベ

ン
ト
だ
。２
０
１
８
年
12
月
17
日

の
第
１
回
で
は
、Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
ア
フ

リ
カ
地
域
局
の
チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ

ス
ト
、ア
ヨ
デ
レ・
オ
デ
ュソ
ラ
さ

ん
や
教
育
情
報
サ
ー
ビ
ス
社
長
の

荻
野
次
信
さ
ん
、日
本
植
物
燃

料
代
表
の
合
田
真
さ
ん（
14
ペ
ー

ジ
）
ら
が
、ア
フ
リ
カ
開
発
の
展

望
や
情
報
技
術
を
活
用
し
た
金

融
・
農
業
サ
ー
ビ
ス
事
業
、ア
プ

リ
に
よ
る
教
育
事
業
な
ど
に
つ
い

て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

　

当
日
は
県
内
か
ら
幅
広
い
業

種
の
企
業
関
係
者
が
出
席
し
た

ほ
か
、
大
学
や
医
療
関
係
者
の

姿
も
見
ら
れ
、
参
加
者
か
ら
は

「
ア
フ
リ
カ
の
可
能
性
に
つ
い
て

理
解
で
き
た
」「
企
業
の
事
例
が

参
考
に
な
っ
た
」
な
ど
の
声
が
聞

か
れ
た
。
3
月
に
開
催
さ
れ
る
第

２
回
で
は
、
参
加
者
同
士
の
議

論
を
通
じ
て
具
体
的
な
事
業
ア

イ
デ
ア
を
創
り
出
す
。

“福岡発のイノベーション”目指すイベント開催
官民パートナーシップでアフリカの課題解決に新たなアイデア

「アフリカの成長見通しは世界で最も明るい」と語るアヨデレ・オデュソラさん（奥左）。

 JICAのニュース&トピックスをもっと読みたい方はアクセス！
https://www.jica.go.jp/information/index.html

February  2019

│1月15日│  コートジボワール、経済都市の立体交差点の双方向化に無償資金協力
  アビジャンの交通渋滞の緩和に50億2,700万円を限度とする贈与契約を締結。

│1月10日│  農業保険制度をインドネシアで推進
 Swiss Re社と協力覚書を交わす。水田の農業保険制度に対する政策提言を目指す。

│  1月9日  │  ルワンダの首都キガリの送水施設整備に無償資金贈与契約
 安定した給水サービスの提供を図る。キガリ市の住民約44万人に恩恵。

JICA HEADLINE NEWS

オープンに語り会う場がＳＤＧｓ達成に導くニュース深掘り！
　

国
連
や
ア
フ
リ
カ
連
合
が
S
D
G
s
達

成
の
た
め
の
重
要
な
手
段
と
位
置
づ
け
て
い

る
S
T
I
（
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）。

J
I
C
A
で
も
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
S
T
I

を
開
発
に
取
り
入
れ
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
民
間
企
業
や
学
術

機
関
と
と
も
に
、既
存
の
枠
組
み
を
超
え
た

新
た
な
事
業
を
創
り
出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、そ
う
し
た〝
オ
ー
ル

ジ
ャ
パ
ン
〞の
知
見
を
活
性
化
さ
せ
よ
う
と
い

う
も
の
。さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
人
び
と
が
集

う
オ
ー
プ
ン
な
場
を
設
け
る
こ
と
で
、議
論

を
重
ね
る
中
か
ら
新
た
な
連
携
や
ア
イ
デ
ア

が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
今

後
、福
岡
だ
け
で
な
く
各
地
で
同
じ
よ
う
な

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
は
定
員
を
超
え
る
多
数
の
応

募
が
あ
り
、民
間
の
方
々
が
前
途
有
望
な
ア

フ
リ
カ
に
高
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
窺

え
ま
し
た
。
地
域
活
性
化
の
た
め
に
も
、地

方
か
ら
海
外
に
挑
戦
す
る
こ
と
は
特
に
意
義

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
J
I
C
A
が
ア
フ
リ

カ
で
培
っ
て
き
た
人
脈
や
知
見
と
S
T
I
を

掛
け
合
わ
せ
れ
ば
、ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
も
成

立
す
る
持
続
的
な
支
援
が
実
現
で
き
る
は
ず

で
す
。さ
ま
ざ
ま
な
人
び
と
と
分
野
を
超
え

て
協
力
し
合
い
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
ア
フ

リ
カ
の
課
題
解
決
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

1997年JICA入構。セネ
ガル、マリ、モロッコに駐
在。アフリカ部アフリカ
第四課長を経て現職。

JICA
アフリカ部 次長

若林基治 
わかばやし・もとはる

●申込方法
巻末の払込取扱票に、氏名・住所・電話番号・ご希
望の送本期間・送付開始月号を明記の上、所定の金
額（送料＋手数料）を郵便局でお支払いください。入
金の確認後、発送の手配をいたします。入金から1週
間程度かかることもありますのでご了承ください。
＊複数冊、またはバックナンバーをご希望の場合は送料が異なりま
すので『mundi』編集部（木楽舎）までお問い合わせください。

FEBRUARY 2019 No. 65
編集・発行：独立行政法人 国際協力機構
Japan International Cooperation Agency（JICA）
〒102-8012　東京都千代田区二番町5-25
二番町センタービル
TEL：03-5226-9781　FAX：03-5226-6396
URL：http://www.jica.go.jp/

制作協力：株式会社 木楽舎
〒104-0044　東京都中央区明石町 11-15
ミキジ明石町ビル 6F 『mundi』編集部
TEL：03-3524-9572　FAX：03-3524-9675
Eメール：ML_JICAPR@jica.go.jp

◦アンケートの送付、定期送本、バックナンバーの取り寄せ
　に関するお問い合わせは木楽舎までお寄せください。
◦本誌掲載の記事、写真、イラストなどの
　無断転載を禁じます。

mundi

3月号  特集 
ジェンダー平等を目指して
3月8日の「国際女性デー」にちなんで、ジェンダーに起因する暴力や女性のエンパワー
メント推進などの課題について考えます。暴力被害者の自立や社会復帰の支援、加
害者への対応など、JICAが取り組む活動を紹介します。

次号予告（2019年3月1日発行予定）

定期送本の
ご案内

JICAや記事内容についてのご意見、ご感想をお待ちしております。また、こ
んな企画を実施してほしいなどのご希望もぜひお寄せください。お寄せくだ
さった方の中から、抽選でプレゼントを差し上げます。下記項目をお書き添え
のうえ、巻末のアンケートはがき、Eメール、またはファクスでお送りください。

●氏名　●住所　●電話番号　●年齢　●性別　●職業
●本誌を入手した場所　●面白かった記事　●本誌へのご意見・ご感想
●JICAへのご意見・ご質問　●ご希望のプレゼント番号
＊お寄せくださったご意見・ご感想は、本誌やJICAのウェブサイトに転載する場合が
あります。あらかじめご了承ください。ご記入いただいた個人情報はプレゼントの発送
および誌面の向上に役立てること以外の目的で使用いたしません。当選者の発表
は発送をもって代えさせていただきます。

◎応募締め切り 2019年3月15日

アンケートのお願い プレゼント
付き

［2019年2月号のプレゼント］

書籍
 『〈効果的な利他主義〉宣言！
慈善活動への科学的アプローチ』
ウィリアム・マッカスキル 著、
千葉敏生 訳　みすず書房
1名様

1

『mundi』バックナンバーはJICAのウェブサイトでご覧ください。
http://www.jica.go.jp/publication/mundi

ラオスのポシェット
女性の自立支援を行う「ホ
アイホン職業訓練センター」
製作。天然素材を用いる伝
統的な手法で染色。
12.5×8.7cm（ヒモ56cm）
2名様

3

ミャンマーの道路・橋梁整備では、政
変によるODAの中止にもかかわらず
技術者や研究者の交流が続き、現在
の支援につながっていることが素晴ら
しいと思いました。30年以上にわたる
日本の取り組みに、関係者の方々の
並々ならぬ思いと、日本・インドシナの
深いつながりを感じました。
 （東京都／ 30 代／男性）

空白期間を乗り越えた支援
（11月号「ふたたび動き出す　
 国と経済を結ぶ道造り」を読んで） 関西ペイントの防蚊塗料には驚きました。エボラウイルス

迅速診断キットを開発したデンカ生研や結核対策の研究
をしている東京大学など、いろんな方がJICAを通じて途
上国の感染症対策に貢献していることがよくわかりました。
（鳥取県／ 50 代／女性）

さまざまなプレイヤーが活躍
（12月号「特集 感染症対策」を読んで）

熱帯雨林気候帯で生活する人々が自然とどう向き合って
ゆけば環境保護と観光収入の両立を図れるのか、世界
最大の熱帯材合板の輸入国である日本の国民として、
真剣に考えなければならないと思いを巡らしました。
 （大阪府／ 60 代／男性）

環境保護と観光収入
（12月号「地球ギャラリー」を読んで）

「感染症対策」2018年12月号

読者の声

ルワンダのカゴ

18.4×5.5cm 
2名様

2
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高校生が未来を変える

「わたしが見つけたSDGs」に写真をお寄せください。貧困や気候変動、格差ほか、いま世界が直面して
いる課題に取り組む人々の姿など、SDGsの17の目標を身近に感じられる作品をお寄せください。
応募要項：写真1点（ご自身が撮影されたもの）、文字原稿400字以内。
＊写真内の被写体に関する肖像権、およびその他の権利は、投稿者の責任において、被写体の承諾を
得るなど必要な措置をとったうえでご応募ください。

ご応募・お問い合わせ先▶ML_JICAPR@jica.go.jp（『mundi』編集部宛て）

あなたの投稿をお待ちしています！

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
高
校
「
グ
リ
ー
ン
ス

ク
ー
ル
」
の
代
表
生
徒
と
し
て
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
の
「
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
締
約

国
会
議
（
C
O
P
2
4
）」
と
「
若
者
の

会
議
（
C
O
Y
1
4＊

）」
に
参
加
し
た
私
は
、

他
国
か
ら
来
た
若
者
た
ち
と
ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
推
進
の
重
要
性
を
訴
え
た
。

　
気
候
変
動
の
影
響
で
地
上
や
海
の
生
き

物
が
死
ん
で
し
ま
う
、
海
水
量
が
増
え
る
、

私
た
ち
が
吸
っ
て
い
る
空
気
が
汚
れ
る
と

い
う
よ
う
な
、
た
く
さ
ん
の
被
害
が
出
る
。

そ
し
て
、
こ
の
問
題
に
対
し
て
行
動
を
起

こ
さ
な
い
と
手
遅
れ
に
な
る
ま
で
、
あ
と

12
年
間
し
か
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
環
境
問
題
と
い
う
規
模
の
大
き
な
課
題

は
、
個
人
の
努
力
だ
け
で
は
大
き
な
結
果

が
出
な
い
。
だ
が
、
グ
ル
ー
プ
で
い
ろ
ん

な
ア
イ
デ
ア
を
持
ち
寄
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
特
技
を
生
か
し
て
行
動
に
移
す
こ
と
で
、

大
き
な
チ
ェ
ン
ジ
を
生
み
出
す
こ
と
が
で

き
る
と
思
う
。

　
私
は
自
分
と
同
じ
よ
う
に
地
球
に
対
す

る
ケ
ア
の
心
を
持
つ
人
々
と
つ
な
が
り
、

一
緒
に
世
界
を
い
い
方
向
へ
と
変
え
た
い
。

1
0
0
パ
ー
セ
ン
ト
の
未
来
を
握
っ
て
い

る
若
い
私
た
ち
に
は
、
美
し
い
地
球
を
守

る
力
が
あ
り
責
任
が
あ
る
と
思
う
。

今
月
の
投
稿（
文
）  

露
木
志
奈
さ
ん

自
然
と
の
共
生
を
考
慮
し
た
世
界
最
先
端
の
エ
コ
ス
ク
ー
ル

「
グ
リ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
」に
通
う
高
校
生
。気
候
変
動
問
題

の
解
決
に
向
け
て
活
動
す
る
代
表
生
徒
グ
ル
ー
プ「
グ
リ
ー

ン
ジ
ェ
ネ
レ
イ
シ
ョ
ン
」に
所
属
す
る
。写
真
は
マ
ン
グ
ロ
ー

ブ
の
植
林
を
行
う
グ
リ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
の
生
徒
た
ち
。

13． 気候変動に具体的な対策を
17． パートナーシップで目標を達成しよう

持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals: 
SDGs）は「誰一人取り残さない」をスローガンに、格差や
貧困、環境破壊など、世界が直面している問題の根本的
な解決を目指す、17分野の国際目標。

SDGsとは

持続可能な開発目標（SDGs）とJICAの取り組み
URL：https://www.jica.go.jp/aboutoda/sdgs/
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